
151

『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
（
第
四
号
）
●

特
別
付
録

資
料
２

総
目
次
『
コ
ス
モ
ス
』（
叢
文
閣
）

第
一
次
『
コ
ス
モ
ス
』（
コ
ス
モ
ス
書
店
）

第
二
次
『
コ
ス
モ
ス
』（
コ
ス
モ
ス
社
）

第
三
次
『
コ
ス
モ
ス
』（
コ
ス
モ
ス
社
）
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凡

例

一
、
戦
前
・
戦
後
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
系
詩
人
が
中
心
と
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
詩
雑

誌
『
コ
ス
モ
ス
』
の
目
次
を
掲
載
す
る
。
目
次
を
採
取
し
た
雑
誌
は
次
の
通

り
。
な
お
第
四
次
『
コ
ス
モ
ス
』
は
対
象
に
含
ん
で
い
な
い
。

『
コ
ス
モ
ス
』
叢
文
閣
発
行
（
戦
前
版
）

全
一
冊

第
一
次
『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
書
店
発
行

全
十
二
冊

第
二
次
『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
社
発
行

全
七
冊

第
三
次
『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
社
発
行

全
二
十
冊

一
、
タ
イ
ト
ル
・
署
名
は
本
文
か
ら
採
っ
た
。
あ
き
ら
か
な
誤
字
に
つ
い
て
は
訂

正
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

一
、
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
を
タ
イ
ト
ル
下
に
注
記
し
た
が
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
推
測
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
付
し
て
い
な
い
。
詩
に
つ
い
て
は
す
べ
て
に
付
し

た
。

一
、
ノ
ン
ブ
ル
の
表
示
方
法
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
ノ
ン
ブ
ル
は
す
べ
て
表

示
さ
れ
て
い
る
通
り
に
採
取
し
た
。
表
紙
ま
た
は
裏
表
紙
で
、
ノ
ン
ブ
ル
は

な
い
が
作
品
・
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
表
１
」
（
＝
表
紙
お
も

て
）
、
「
表
２
」（
＝
表
紙
う
ら
）
、
「
表
３
」（
＝
裏
表
紙
う
ら
）
、
「
表
４
」（
＝

裏
表
紙
お
も
て
）
の
記
号
を
用
い
た
。

『
コ
ス
モ
ス
』
叢
文
閣
発
行

第
一
輯

昭
和
十
年
十
一
月
十
五
日
発
行

＊
注
１

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［

］
～
［

］

2

4

ば
け
も
の
屋
敷
／
村
山
槐
多
／
題
詩
二
篇
（
「
藤
島
武
二
画
集
」
に
題
す
／
「
悪
魔
の
貞

操
」
に
題
す
）

（
＊
詩
）

高
村
光
太
郎

～
2

6

芸
術
の
た
め
の
芸
術
の
理
論
―
―
仏
蘭
西
の
後
期
浪
曼
派
お
よ
び
初
期
写
実
派
に
於
け
る

―
―

（
＊
評
論
）

ア
ル
ベ
ェ
ル
・
カ
サ
ァ
ニ
ュ
／
淀
野
隆
三
訳

～
7

53

批
評
に
於
け
る
二
つ
の
曝
露
意
識

（
＊
評
論
）

坂
本
徳
松

～
54

66

現
実
に
対
す
る
作
家
の
位
置

（
＊
評
論
）

植
村

諦

～
67

72

狂
人
息
子

（
＊
小
説
）

高
橋
新
吉

～
73

80

哀
れ
な
者

（
＊
小
説
）

松
永
延
造

～
81

86

『
顚
倒
の
書
』
か
ら
（
市
街
・
１
／
市
街
・
２
／
夕
暮
の
詩
／
曇
天
／
決
意
／
仮
面
／
醗
酵
す
る

も
の
／
深
夜
）

（
＊
詩
）

岡
本

潤

～
87

95

島
崎
藤
村
論

藤
村
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
主
情
性

（
＊
評
論
）

大
川
康
之
助

～
96

111

詩
八
篇
（
二
十
日
鼠
／
紅
葉
／
無
題
／
炉
辺
に
て
／
早
春
―
―
母
／
た
き
つ
せ
／
梅
の
花
／

黒
牛
）

豊
田

勇

～
112

120

北
川
冬
彦
論
断
章

（
＊
評
論
）

古
谷
綱
武

～
121

126

東
洋
の
満
月
に
つ
い
て
―
―
詩
人
蔵
原
伸
二
郎
君
を
論
ず
―
―

（
＊
評
論
）

山
岸
外
史

～
127

132
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修
羅
炎
上

（
＊
評
論
高
橋
新
吉
論
）

逸
見
猶
吉

～
133

137

遺
稿

（
＊
詩
）

路
／
こ
こ
ろ
／
絶
望
／
柿
の
葉
／
涙
／
原
つ
ぱ
（
蛇
な
ん
か…

）
／
あ
あ

ち
や
ん
／
松
林
（
ほ
そ
い…

）
／
原
つ
ぱ
（
ず
ゐ
ぶ
ん…

）
／
も
く
も
く
し
た
日
／
し
ど
め
／

竹
林
／
松
／
椿
／
断
章
（
す
べ
て…

）
／
断
章
（
よ
ろ
よ
ろ
と…

）
／
こ
ど
も
／
松
林
（
ま
つ

の
木
の…

）
／
松
風
／
桐

＊
注
２

八
木
重
吉

～
138

150

シ
エ
リ
イ
断
考
―
―
そ
の
作
品
と
思
想
に
就
い
て
―
―

（
＊
評
論
）

石
井
日
出
夫

～
151

158

受
難
者

（
＊
小
説
）

北
川
冬
彦

～
159

168

乱
抽
詩
鈔

（
＊
詩
）

冬
夜
／
無
題
（
な
に
も
さ
う
…
）
／
み
づ
の
た
た
へ
の
／
癡
闇
〔
痴

闇
〕
／
某
日
秋
／
落
葉
／
秋
、
途
上
に
て
／
無
題
（
あ
あ
空
遠
く…

）
／
車
上
秋
景
／
秋
の

日
／
冬
の
簡
浄
が
き
た
る
で
あ
ら
う
／
一
つ
の
意
思
／
ナ
ザ
レ
の
人
／
鯉

高
橋
成
直

～
169

181

『
詩
の
作
り
方
』

（
＊
評
論
）

萩
原
朔
太
郎

～
182

189

嘘
を
つ
く
男

（
＊
小
説
）

片
岡

敏

～
190

208

ワ
グ
ナ
ア
と
バ
ク
ー
ニ
ン
―
―
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
一
批
判
―
―

（
＊
評
論
）

小
野
十
三
郎

～
209

224

春
の
流
れ
外
五
篇
（
春
の
流
れ
／
秋
／
神
聖
な
る
蝶
／
空
家
で
／
木
／
谷
）

（
＊
詩
）

萩
原
恭
次
郎

～
225

230

怪
畸
伝
抄

（
＊
小
説
）

マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
ブ
／
渡
邊
一
夫
訳

～
231

240

日
本
詩
の
特
殊
性
と
詩
壇

（
＊
評
論
）

宍
戸
儀
一

～
241

245

エ
ル
エ
ル
フ
ェ
ル
ト
の
首

（
＊
随
想
）

金
子
光
晴

～
246

249

靴

（
＊
小
説
）

森

敦

～
250

270

印
度
人
の
冒
険

（
＊
随
想
）

ヴ
ォ
ル
テ
エ
ル
／
井
原
彦
六
訳

～
271

273

詩
四
篇

（
月
見
草
／
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

Ⅱ
／
日
本
海
／
あ
あ
）

（
＊
詩
）

草
野
心
平

～
274

280

お
み
い

（
時
雨
／
た
ん
ぽ
ぽ
／
お
み
い
／
ス
ト
ラ
イ
キ
）

（
＊
詩
）

＊
注
３

坂
本

遼

～
281

304

一
輯
の
終
り
に

＊
注
４

萩
原
恭
次
郎

～
305

307

〔
奥

付
〕

309

〔
刊
行
書
籍
案
内
〕

310

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

◆
綴
じ
込
み
図
版

＊
注
５

書

（
＊
俳
句
）

室
生
犀
星

・

間

14

15

人
物

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

妹
尾
正
彦

・

間

54

55

風
景

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

矢
部
友
衛

・

間

72

73

耳
の
鳥

（
＊
版
画
）

棟
方
志
功

・

間

96

97

ふ
う
ろ

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

深
澤
紅
子

・

間

120

121

書

（
＊
詩
文
「
鳥
飛
似
鳥

魚
行
似
魚
」
）

横
光
利
一

・

間

150

151

デ
ツ
サ
ン

大
野
五
郎

・

間

180

181

船

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

倉
田

叕

・

間

224

225

人
物

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

田
中
行
一

・

間

250

251

女

（
＊
ス
ケ
ッ
チ
）

福
井
謙
三

・

間

270

271

書

高
村
光
太
郎

・

間

280

281

＊
１

上
製
本
。
背
お
よ
び
扉
に
は
、
「
コ
ス
モ
ス

第
一
」
、
表
紙
右
下
隅
に

は
「
東
京
叢
文
閣
」
と
あ
る
。
愛
読
者
カ
ー
ド
（
叢
文
閣
宛
は
が
き
）

一
枚
挟
み
込
み
。
「
コ
ス
モ
ス
」
と
ゴ
ム
印
あ
り
。

＊
２

末
尾
に
「
八
木
重
吉
は
昭
和
二
年
十
月
二
十
六
日
相
州
茅
ヶ
崎
に
於
て
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病
歿
し
た
。
享
年
三
十
歳
。
こ
こ
に
発
表
し
た
も
の
は
そ
の
未
発
表
遺

稿
の
一
部
で
あ
る
。
（
草
野
附
記
）
」
と
あ
る
。

＊
３

末
尾
に
「
こ
の
四
篇
の
う
ち
「
お
み
い
」
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
は
未
発
表
だ
が

「
時
雨
」
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
一
度
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
後
略
）
。

（
草
野
記
）
」
と
あ
る
。
な
お
本
文
二
八
一
頁
で
「
時
雨
」
は
、
「
時
兩
」

と
誤
植
さ
れ
て
い
る
。

＊
４

「
「
コ
ス
モ
ス
」
と
云
ふ
意
味
は
秋
咲
く
花
の
コ
ス
モ
ス
で
な
く
、
宇
宙

と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
こ
れ
を
え
ら
ん
だ
。
（
中
略
）
今
、
コ
ス
モ
ス

の
同
人
と
し
て
の
名
前
を
挙
げ
れ
ば
、
草
野
心
平
、
北
川
冬
彦
、
岡
本

潤
、
淀
野
隆
三
、
中
谷
孝
雄
、
蔵
原
伸
二
郎
、
中
野
秀
人
、
高
橋
新
吉
、

大
川
康
之
助
、
小
野
十
三
郎
、
豊
田
勇
、
私
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の

他
未
だ
二
三
人
は
ふ
え
る
か
も
判
ら
な
い
」
な
ど
と
あ
る
。

＊
５

片
面
印
刷
、
タ
イ
ト
ル
・
作
者
は
目
次
に
よ
る
。

第
一
次

『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
書
店
発
行

昭
和
二
十
一
年
四
月
～
昭
和
二
十
三
年
十
月
（
全
十
二
冊
）

第
一
巻
第
一
号

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
日
発
行

創
刊
号

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

創
刊
に
つ
い
て

＊
注
２

金
子
光
晴
・
岡
本
潤
・
小
野
十
三
郎
・
秋
山
清

［
表

］
2

た
く
ま
し
い
鳥

―
ウ
オ
ル
ト
・
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
に
つ
い
て
―
（
＊
評
論
）

松
本
正
雄

～
3

9

早
春
（
＊
詩
）

秋
山

清

7

美
し
い
風
景
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

9

文
学
の
飢
餓
（
＊
評
論
）

赤
木
健
介

～
10

11

芸
術
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
と
な
る
た
め
に
は
（
＊
評
論
）

岡

喬
夫

～
11

12

詩
の
研
究
会
に
つ
い
て
（
＊
座
談
会
）

壺
井
繁
治

～
13

18

植
村

諦

秋
山

清

岡
本

潤

毛
利

昇

後
光
（
＊
詩
）

岡
本

潤

～
16

17

文
学
者
と
祖
国
に
つ
い
て
（
＊
評
論
）

植
村

諦

～
19

22

一
時
代
前
の
詩
人
の
中
か
ら
（
＊
評
論
）

小
野
十
三
郎

～
22

23

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

岡
本

～
24

25

○

金
子

25

〔
広

告
〕

＊
注
３

25

大
海
辺
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
26

28

時
評

筆
を
折
ら
ぬ
詩
人
た
ち

―
二
人
の
光
太
郎
に
つ
い
て
―

高
山

29
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言
葉
に
つ
い
て
の
感
想

秋
山

清

～
30

35

業
火
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
32

33

詩
人
論
特
集
（
予
告
）

35

後
記

Ａ

（
［
表

］
）

36

4

〔
奥

付
〕

（
［
表

］
）

36

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

36

4

＊
１

表
紙
デ
ザ
イ
ン
、
金
子
光
晴
。
「
た
ま
た
ま
山
中
湖
畔
の
疎
開
地
か
ら

上
京
し
て
き
た
金
子
光
晴
が
「
こ
ん
な
表
紙
で
ど
う
か
（
後
略
）
」
と

い
っ
て
持
参
し
た
も
の
が
、
創
刊
号
と
第
二
号
の
表
紙
と
な
っ
て
い

る
」
（
『
秋
山
清
著
作
集
第

巻
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
』
四
三
六
頁
）
。

11

＊
２

「
創
刊
に
つ
い
て
」
に
は
、
「
戦
争
中
、
日
本
の
詩
人
や
文
学
者
の
多
く

は
軍
国
主
義
の
旗
持
ち
を
し
た
り
神
憑
り
の
国
粋
主
義
を
振
り
ま
は

し
た
り
し
ま
し
た
。
一
方
、
さ
う
い
ふ
事
を
潔
し
と
し
な
か
つ
た
者
が

殆
ど
そ
の
活
動
を
抑
圧
さ
れ
封
じ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
／
敗
戦
の
今
日
で
は
ま
た
風
の
吹
き
廻
し
で
猫
も
杓

子
も
民
主
々
義
を
唱
へ
昨
日
ま
で
反
動
的
国
家
主
義
の
笛
を
吹
い
て

ゐ
た
者
ま
で
が
恬
然
と
し
て
自
由
の
歌
手
に
早
変
り
す
る
と
い
ふ
さ

は
ぎ
で
す
。
／
そ
の
間
に
あ
つ
て
私
た
ち
は
一
貫
し
て
渝
り
な
き
人

民
的
詩
精
神
の
発
動
を
意
欲
す
る
者
で
あ
り
ま
す
。
私
達
は
人
民
的

詩
精
神
が
最
も
高
い
芸
術
の
母
体
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
そ
の
確
信

を
強
く
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
人
民
の
生
活
を
基
盤
と
す
る
詩
精

神
は
社
会
的
関
連
に
於
て
レ
ヴ
オ
リ
ユ
ー
シ
ヨ
ナ
ル
・
ス
ピ
リ
ツ
ト

と
し
て
発
動
し
、
最
も
自
主
的
な
発
足
点
に
於
て
今
日
の
民
主
々
義

文
化
革
命
の
原
動
力
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以

上
の
趣
旨
を
も
つ
て
私
た
ち
は
文
芸
雑
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
を
創
刊
し
ま

し
た
。
『
コ
ス
モ
ス
』
を
優
し
く
し
な
や
か
で
強
い
草
花
と
見
ら
れ
よ

う
と
「
宇
宙
」
「
世
界
」
「
渾
一
体
」
の
意
に
解
さ
れ
よ
う
と
御
自
由
で

す
。
／
大
方
の
御
支
援
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
／
一
九
四
六

年
三
月

編
輯
責
任
者

金
子
光
晴
／
岡
本
潤
／
小
野
十
三
郎
／
秋

山
清
」
と
あ
る
。

＊
３

広
告

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
著
・
大
杉
栄
訳
『
青
年
に
訴
ふ
』（
彰
考
書
院
）
。

『
共
産
党
宣
言
』
他
、
マ
ル
ク
ス
主
義
関
係

冊
（
同
上
）
。
ク
ロ
ポ
ト

10

キ
ン
著
・
大
杉
栄
訳
『
革
命
の
研
究
』
（
コ
ス
モ
ス
書
店
）
。
『
大
杉
栄

論
文
集
』
（
同
上
）
。

第
一
巻
第
二
号

昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
日
発
行

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

な
き
む
し
に
（
＊
詩
）

レ
イ
モ
ン
ド
・
シ
ユ
バ
ル
ツ
作
／
草
野
悟
一
訳

［
表

］
2

戦
時
と
戦
後
の
詩
と
詩
人
に
つ
い
て

岡
本

潤

～
3

10

『 コ ス モ ス 』 創 刊 号 表 紙
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わ
が
生
に
与
ふ
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
6

9

〔
広

告
〕

＊
注
２

10

論
争
に
つ
い
て

壺
井
繁
治

11

私
の
戦
争
犯
罪
に
就
て

植
村

諦

～
12

14

蒙
古
風
（
＊
詩
）

倉
橋
顕
吉

13

拡
大
さ
れ
た
現
実

長
谷
川
七
郎

～
15

17

片
隅
の
言

廣
澤
一
雄

～
17

19

春
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
18

19

コ
ス
モ
ス
叢
書
（
＊
案
内
）

19

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

金
子

20

○

小
野

～
20

21

○

岡
本

21

〔
広

告
〕

＊
注
３

21

壁
に
つ
い
て

秋
山

清

～
22

25

遺
伝
的
感
情
（
＊
詩
）

新
島
繁

～
24

25

詩
論

抒
情
と
批
評

小
野
十
三
郎

～
26

33

波
（
＊
詩
）

中
野
秀
人

～
30

31

受
贈
誌

33

時
評

詩
人
の
同
志
的
結
合

―
同
人
雑
誌
論
―

高
山

34

後
記

Ａ

［
表

］
3

予
約
に
つ
い
て

コ
ス
モ
ス
書
店

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
４

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

表
紙
デ
ザ
イ
ン
、
金
子
光
晴
（
創
刊
号
注
１
参
照
）
。

＊
２

広
告

金
子
光
晴
『
鮫
』（
コ
ス
モ
ス
書
店
取
次
）
、
『
新
日
本
文
学
』（
新

日
本
文
学
会
）

＊
３

広
告

『
文
学
時
評
』
（
文
学
時
評
社
）

＊
４

広
告

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
著
、
大
杉
栄
訳
『
革
命
の
研
究
』
（
コ
ス
モ
ス
書

店
）
。
〈
コ
ス
モ
ス
叢
書
〉
プ
ー
シ
キ
ン
作
、
金
子
光
晴
訳
『
革
命
詩
集
』
。

〈
同
上
〉
小
島
正
雄
訳
詩
集
・
赤
松
俊
子
挿
画
『
東
都
戦
線

一
九
四
三

年
』
。

第
一
巻
第
三
号

昭
和
二
十
一
年
九
月
十
五
日
発
行

詩
人
研
究

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
2

ロ
シ
ヤ
の
歌
（
詩
集
一
九
四
三
年
よ
り
）

ニ
コ
ラ
イ
・
ル
イ
レ
ン
コ
フ
作
／
小
島
正
雄
訳

［

］
3

萩
原
朔
太
郎
と
日
本
的
浪
漫
主
義

岡
本

潤

～
4

15

農
村
の
こ
と
ど
も
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
10

11

宮
澤
賢
治
の
韻
律

小
野
十
三
郎

～
16

19

高
村
光
太
郎
論
あ
と
が
き

中
野
秀
人

～

、

20

29

43

古
典
的
な
橋
の
詩
二
篇
（
＊
詩

た
め
い
き
ば
し
／
橋
上
開
化
）

岡
本

潤

～
24

25

雪
の
日
に

一
九
三
六
年
（
＊
詩
）

壺
井
繁
治

28

杜
甫
の
紀
行
詩

田
木

繁

～
30

38

『フェンスレス』オンライン版 第4号（2016/09/20発行） 
 占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



157

杜
甫
小
感

金
子
光
晴

37

高
青
邱
論

赤
木
健
介

～
38

41

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

金
子

～
42

43

○

秋
山

43

深
尾
須
磨
子
の
片
影

佐
藤
さ
ち
子

～
44

48

詩
人
と
し
て
の
乃
木
大
将
（
一
）
武
士
道

秋
山

清

～
49

57

暴
君
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
54

55

時
評

歌
の
わ
か
れ

58

ラ
ム
ボ
オ
素
描

埴
谷
雄
高

～
59

72

新
篇
浦
島
譚
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
64

66

首
（
＊
詩
）

秋
山

清

69

後
記

Ａ

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
新
日
本
文
学
』
第
四
号
（
新
日
本
文
学
会
）
、
『
近
代
文
学
』
第

五
号
（
近
代
文
学
会
）

＊
２

広
告

プ
ー
シ
キ
ン
著
、
金
子
光
晴
訳
『
革
命
詩
集
』
、
小
島
正
雄
訳
詩

集
・
赤
松
俊
子
挿
画
『
東
都
戦
線

一
九
四
三
年
』
、
エ
ル
ン
ス
ト
・

ト
ラ
ア
著
、
村
山
知
義
訳
『
詩
集

燕
の
書
』
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
著
、
大
杉

栄
訳
『
革
命
の
研
究
』
（
以
上
、
コ
ス
モ
ス
書
店
）
。

第
一
巻
第
四
号

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
発
行

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

諸
君
に

プ
ー
シ
キ
ン

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

詩
論

小
野
十
三
郎

～
3

11

秋
風
の
吹
き
そ
め
る
宵
に
（
＊
詩
）

岡
本

潤

～
6

7

郷
愁
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
8

9

コ
ス
モ
ス
既
刊
号
内
容

11

産
業
路
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
12

13

皆
既
日
食
（
＊
詩
）

河
邨
文
一
郎

～
14

15

太
沽
パ
ー
の
歌
（
＊
詩
）

＊
注
１

金
子
光
晴

～

マ
マ

16

17

故
事
新
篇

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
作
／
花
田
清
輝
訳

～
18

19

コ
ス
モ
ス
雑
記

金
子

～
20

21

か
ら
す
（
＊
詩
）

秋
山

清

21

時
代
の
青
春
（
＊
評
論
）

新
島

繁

～
22

28

夜
（
＊
詩
）

大
木
一
治

25

あ
や
ま
ち
の
魅
力
（
＊
感
想
）

森
三
千
代

27

次
号
予
告

28

詩
人
と
し
て
の
乃
木
大
将
（
二
）
青
春

秋
山

清

～
29

35

帰
郷
者
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
32

33

後
記

（
無
署
名
）

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

目
次
で
は
「
太
沽
バ
ー
の
詩
」
。
金
子
光
晴
全
集
で
は
「
太
沽
バ
ー
の

歌
」
。
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第
二
巻
第
一
号

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
発
行（

通
巻
第

号
）

5

近
代
詩
を
語
る
会
・
作
品
特
輯

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

炭
坑
風
景
（
＊
詩
）

金
子
厚
之
助

3

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

岡
本

～
4

5

○

秋
山

5

近
代
詩
を
語
る
会
（
＊
座
談
会
）

金
子
光
晴

～
6

42

小
田
切
秀
雄

岡
本

潤

秋
山

清

北
川
冬
彦

村
野
四
郎

壺
井
繁
治

跛
者
の
歌
へ
る
（
＊
詩
）

田
木

繁

～
10

11

野
辺
山
ノ
原
（
＊
詩
）

菅
原
克
巳

～
14

15

断
章
（
＊
詩
）

壺
井
繁
治

～
18

19

小
屋
（
＊
詩
）

廣
澤
一
雄

～
22

23

や
ど
な
し
ど
も
―
―
上
野
駅
地
下
道
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
26

27

暮
方
（
＊
詩
）

園
部

亮

37

我
が
と
な
り
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
38

39

山
口
線
仁
保

長
谷
川
龍
生

～
42

43

〔
広

告
〕

＊
注
１

43

批
評「

果
実
」
に
つ
い
て

金
子
光
晴

～
44

45

「
大
海
辺
」に
つ
い
て

長
谷
川
七
郎

～
45

46

「
編
笠
」に
つ
い
て

岡
本

潤

～
46

47

詩
集
「
日
録
」

秋
山

清

48

冬
の
旅
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

49

枠
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

50

シ
リ
ア
砂
漠
の
少
年
（
＊
詩
）

井
上

靖

50

鳥
（
＊
詩
）

飛
鳥

敬

51

朝
（
＊
詩
）

伊
能

實

51

彼
（
＊
詩
）

小
宮
山
千
秋

52

海
鴉
（
＊
詩
）

大
島
庸
夫

52

空
白
（
＊
詩
）

小
野
重
吉

53

雑
ぱ
く
な
生
き
方
／
明
る
い
思
ひ
（
＊
詩
）

高
橋
新
吉

53

夜
の
駅
前
に
て
（
＊
詩
）

佐
藤
さ
ち
子

54

雪
も
よ
ひ
の
空
（
＊
詩
）

白
石
幸
男

55

山
峡
の
秋
（
＊
詩
）

植
村

諦

56

辿
る
（
＊
詩
）

永
瀬
清
子

57

故
郷
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

58

樹
（
＊
詩
）

関
根

弘

58

後
記

（
無
署
名
）

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
壺
井
繁
治
詩
集

果
実
』
（
十
月
書
房
）
、
『
小
野
十
三
郎
詩
集
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大
海
辺
』
（
弘
文
社
）
、
『
岡
本
潤
詩
集

襤
褸
の
旗
』
（
真
善
美
社
）

第
二
巻
第
二
号

昭
和
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

6

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
批
判

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

～
3

5

○

金
子
光
晴

3

○

壺
井
繁
治

～
3

4

○

岡
本

潤

～
4

5

写
真
（
＊
詩
）

岡
本

潤

～
6

9

う
し
な
わ
れ
た
抒
情

―
課
題
の
提
出
と
し
て
―

中
川
隆
永

～

、

10

16

34

岬
（
＊
詩
）

高
田
新

～
14

15

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
批
判
―
そ
の
形
態
的
批
判
―

平
田
次
三
郎

～
17

21

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
―
私
の
立
場
か
ら
―

北
川
冬
彦

～
22

23

常
識
と
い
う
こ
と
（
壺
井
の
「
果
実
」
を
め
ぐ
つ
て
）

廣
澤
一
雄

～
24

34

杜
少
陵
詩
（
＊
詩
）

田
木

繁

訳

～
30

32

（
時
評
）
詩
の
か
な
が
き
に
つ
い
て

高
山

慶

35

随
筆

ら
ん
る
の
旗
の
詩
人

長
谷
川
七
郎

～
36

37

眼
の
歴
史
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
38

39

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
詩
人
た
ち

秋
山

清

～
38

42

渤
海
附
近
（
＊
詩
）

木
原

實

～
40

42

流
れ
の
中
か
ら
（
一
）
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
の
覚
え
書
―

壺
井
繁
治

～
43

49

富
士
（
＊
詩
）

＊
注
１

金
子
光
晴

～
46

47

（
＊
無
題

紙
面
改
革
告
知
）

コ
ス
モ
ス
編
輯
部

49

鋲
釘
が
歩
く
（
＊
詩
）

杉
本
駿
彦

50

い
と
こ
（
＊
詩
）

秋
山

清

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

検
閲
処
分
〈
部
分
削
除
〉
解
題
参
照
。

第
二
巻
第
三
号

昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
発
行

＊
注
１

（
通
巻
第

号
）

7

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

巻
頭
言

批
評
を
も
と
め
る

（
無
署
名
）

［

］
3

鬼
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
4

6

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

田
木

繁

7

○

小
野
十
三
郎

～
7

8

○

岡
本

潤

～
8

9

○

伊
藤

和

10

○

木
原

實

～
9

10

○

秋
山

清

～
10

11

○

廣
澤
一
雄

11
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流
れ
の
中
か
ら
（
二
）
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
の
覚
え
書
―

壺
井
繁
治

～
12

19

廣
瀬
中
佐
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
14

16

文
字
と
言
葉

高
山

19

中
野
重
治
の
歌

木
原

實

～
20

21

〔
広

告
〕

＊
注
２

21

欺
瞞
者
の
文
学

＊
注
３

平
林
敏
彦

～
22

30

離
別
（
＊
詩
）

廣
澤
一
雄

～
24

25

長
城
（
＊
詩
）

＊
注
４

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ

～
26

27

中
原
中
也
詩
集

杉
本
駿
彦

～
30

31

（
時
評
）
高
村
光
太
郎
の
暗
愚
に
つ
い
て

秋
山

清

～
32

34

随
筆

郁
達
夫
そ
の
他

金
子
光
晴

～
35

37

技
術
（
＊
詩
）

祝
算
之
介

37

投
稿
に
つ
い
て

編
輯
部

37

詩
論

小
野
十
三
郎

～
38

47

土
運
び
の
歌
（
＊
詩
）

田
木

繁

～
40

41

歯
車
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
42

43

白
日
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
44

45

〔
広

告
〕

＊
注
５

47

紙
幣
の
詩
（
＊
詩
）

吉
田
嘉
七

48

お
ぢ
さ
ん
の
振
る
旗
（
＊
詩
）

島
田

屯

49

倉
橋
顕
吉
の
死

岡
本

潤

～
48

49

あ
い
つ
（
＊
詩
）

伊
福
部
舜
兒

50

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
提
出
さ
れ
た
ゲ
ラ

～

頁
に
、
伊
藤
和
「
Ｂ

11

13

の
大
音
」
と
い
う
詩
一
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所

29蔵
の
検
閲
文
書
に
よ
れ
ば
、
「Incitem

entto
U

nrest

」
（
不
安
煽
動
）

と
い
う
理
由
で
四
箇
所
の
削
除
指
示
を
受
け
た
。
最
終
的
に
こ
の
詩

は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
解
題
参
照
。

＊
２

広
告

『
植
村
諦
詩
集

愛
と
に
く
し
み
の
中
で
』
（
組
合
書
店
）

＊
３

検
閲
処
分
〈
部
分
削
除
〉
解
題
参
照
。

＊
４

検
閲
処
分
〈
部
分
削
除
〉
解
題
参
照
。

＊
５

広
告

小
野
十
三
郎
著
『
詩
論
』
（
真
善
美
社
）

第
二
巻
第
四
号

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

8

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

血
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

［
表

］
2

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

廣
澤
一
雄

3

○

長
谷
川
七
郎

～
3

4

○

伊
藤

和

4

○

木
原

實

～
4

5

○

壺
井
繁
治

5

高
崖
口

―
一
九
四
五
年
秋
―
（
＊
詩
）

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ

～
6

9

近
代
の
停
滞

―
現
代
詩
批
判
序
説
―

木
原

實

～
10

19

影
絵
の
国
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
14

15
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（
遺
稿
）
萌
黄
色
の
戎
衣
ニ
ヨ
セ
テ
（
＊
詩
）

倉
橋
顕
吉

～
16

17

集
団
舞
踊
そ
の
他
に
つ
い
て
の
感
想

岡
本

潤

～
20

22

小
野
十
三
郎
の
「
詩
論
」
を
め
ぐ
つ
て

植
村

諦

～
23

27

白
い
さ
ば
く
（
＊
詩
）

近
藤

東

～
26

27

再
び
詩
人
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て

秋
山

清

～
28

33

駅
前
の
広
場
で
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
28

29

遅
刻
者
（
＊
詩
）

平
林
敏
彦

～
30

31

暗
い
野
つ
ぱ
ら
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
32

33

随
筆

小
熊
秀
雄
の
こ
と

大
元
清
二
郎

～
［

］

34

35

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
3

日
曜
（
＊
詩
）

秋
山

清

［
表

］
4

編
輯
後
記

（
無
署
名
）

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
植
村
諦
詩
集

愛
と
に
く
し
み
の
中
で
』
（
組
合
書
房
）

第
三
巻
第
一
号

昭
和
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

9

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

巻
頭
言

詩
は
お
く
れ
て
い
る

金
子
光
晴

3

コ
ス
モ
ス
雑
記

伊
藤

和

4

田
木

繁

～
4

5

壺
井
繁
治

5

長
谷
川
七
郎

～
5

6

廣
澤
一
雄

～
6

7

木
原

實

7

永
瀬
清
子
の
詩
と
詩
論

佐
藤
さ
ち
子

～
8

15

自
然
に
つ
い
て
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
12

13

〔
広

告
〕

＊
注
２

15

抒
情
の
否
定
か
抒
情
の
変
革
か
―
竹
中
久
七
君
の
反
駁
の
反
駁
―

岡
本

潤

～
16

20

詩
集
「
愛
と
に
く
し
み
の
中
で
」
に
つ
い
て

伊
藤
信
吉

～
20

21

ロ
バ
（
＊
詩
）

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ

22

泥
い
ろ
の
水
（
＊
詩
）

岡
本

潤

23

田
舎
の
話
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
24

25

浣
花
草
堂

―
杜
甫
の
寓
居

田
木

繁

～
26

36

君
は
行
つ
て
し
ま
つ
た
―
伊
藤
悦
太
郎
君
追
悼
―
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
32

33

冬
の
夜
（
＊
詩
）

廣
澤
一
雄

～
34

35

流
れ
の
中
か
ら
（
三
）
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に
つ
い
て
の
覚
え
書
―

壺
井
繁
治

～
37

43

い
っ
ぱ
い
の
番
茶
（
＊
詩
）

柴
村
羊
五

41

抵
抗
（
一
）

小
野
十
三
郎

～
44

45

や
ど
か
り
（
＊
詩
）

宮
崎

譲

45

奇
蹟
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
46

49

さ
よ
う
な
ら
、
京
都
（
＊
詩
）

清
水

清

50

〔
同
人
名
簿
〕

＊
注
３

［
表

］
3
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後
記

ア

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

目
次
に
「
表
紙
・
カ
ツ
ト

白
川
洋
作
」
と
あ
る
。

＊
２

広
告

『
岡
本
潤
詩
集

橋
』
（
赤
絵
書
房
）

＊
３

同
人
名
簿

「
伊
藤
和
／
長
谷
川
七
郎
／
金
子
光
晴
／
田
木
繁
／
壺
井

繁
治
／
植
村
諦
／
小
野
十
三
郎
／
岡
本
潤
／
秋
山
清
／
木
原
實
／
廣

澤
一
雄
／
（
同
人
）
」

第
三
巻
第
二
号

昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

10

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

巻
頭
言

変
革
期
の
リ
ア
リ
ズ
ム

岡
本

潤

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

植
村

諦

3

伊
藤

和

～
3

4

廣
澤
一
雄

4

金
子
光
晴

～
4

5

座
談
会

詩
の
言
葉
の
美
し
さ
に
つ
い
て

栗
林
農
夫

～

、

6

29

54

岡
本

潤

久
保
田
正
文

壺
井
繁
治

秋
山

清

橋
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
10

11

湿
田
に
て
（
＊
詩
）

永
瀬
清
子

～
14

16

俄
か
百
姓
（
＊
詩
）

田
木

繁

～
20

21

昇
天
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

23

詩
人
研
究

島
崎
藤
村

秋
山

清

～
30

41

あ
か
い
ス
ト
ー
ブ
と
三
人
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
36

37

ゝ
と
○

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ

41

詩
人
研
究

北
原
白
秋

廣
澤
一
雄

～
42

54

拍
子
木
を
叩
い
て
ま
は
る
―
松
ケ
枝
文
化
会
の
こ
と
―
（
＊
詩
）

増
村
外
喜
雄

～
44

45

白
夜
（
＊
詩
）

別
所
直
樹

～
46

47

随
筆

農
村
を
歩
い
て

木
原

實

55

〔
広

告
〕

＊
注
２

55

日
本
冬
物
語

明
日
を
も
と
め
て
（

）

小
林

明

～
［
表

］（

）

1

56

3

61

〔
広

告
〕

＊
注
３

［
表

］
3

コ
ス
モ
ス
第
五
号
目
次

＊
注
４

［
表

］
4

後
記

ア

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

目
次
に
「
表
紙
・
カ
ツ
ト

白
川
洋
作
」
と
あ
る
。

＊
２

広
告

「
〔
会
員
募
集
〕
／
詩
誌
ポ
エ
ム
（
五
月
創
刊
）
／
東
京
都
中
野

区
上
高
田
二
ノ
三
六
九
／
東
京
新
詩
社
」

＊
３

広
告

『
江
森
盛
弥
詩
集

わ
た
し
は
風
に
向
つ
て
歌
う
』（
伊
藤
書
店
）
、

『
岡
本
潤
詩
集

橋
』
（
赤
絵
書
房
）
、
『
植
村
諦
詩
集

愛
と
憎
し
み
の

中
で
』
（
組
合
書
房
）
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＊
４

第
五
号
と
あ
る
の
は
誤
植
。
目
次
内
容
は
第
十
一
号
。

第
三
巻
第
三
号

昭
和
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

11

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

巻
頭
言

指
導
者
の
座

田
木

繁

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

長
谷
川
七
郎

3

○

植
村

諦

～
3

4

○

木
原

實

4

○

金
子
光
晴

～
4

5

○

秋
山

清

5

詩
二
篇

D
isperato

／A
fflizione

（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
6

7

籾
種
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
8

9

近
代
詩
の
迷
妄
（
詩
壇
時
評
）

廣
澤
一
雄

～
10

16

花
嫁
（
＊
詩
）

壺
井
繁
治

～
14

15

風
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

17

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
そ
の
他

岡
本

潤

～
18

21

春
が
来
る
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
20

21

コ
ン
ク
リ
の
唄
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
22

24

〔
広

告
〕

＊
注
２

24

詩
経

れ
ん
あ
い
詩
抄
（
＊
詩
）

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ

～
25

27

詩
の
形
態
に
つ
い
て

木
内

進

～
28

32

野
球
場
で
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
30

32

詩
集
を
読
む

神

美
し
い
国

＊
注
３

秋
山

清

～
33

37

孤
独
病

井
手
則
雄

～
34

35

暗
流
の
底
で

明
日
を
も
と
め
て
（

）

小
林

明

～
［
表

］（

）

2

38

3

43

夜
光

山
田
忠
治

～
40

41

〔
広

告
〕

＊
注
４

［
表

］
3

コ
ス
モ
ス
第

号
目
次

［
表

］

11

4

後
記

ア

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

目
次
に
「
表
紙
・
カ
ツ
ト

白
川
洋
作
」
と
あ
る
。

＊
２

広
告

壺
井
繁
治
著
『
詩
人
の
感
想
』
（
新
星
社
）

＊
３

詩
集
『
神
』
（
宮
崎

譲
）
、
詩
集
『
美
し
い
国
』
（
永
瀬
清
子
）
。

＊
４

広
告

『
新
日
本
詩
集
一
九
四
八
年
版
』
（
新
日
本
文
学
会
発
行
）

第
三
巻
第
四
号

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

12

〔
表

紙
〕

＊
注
１

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

小
野
十
三
郎

［
表

］
2

○

長
谷
川
七
郎

［
表

］
～

2

3

○

壺
井
繁
治

3
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○

植
村

諦

～
3

4

○

田
木

繁

4

○

伊
藤

和

～
4

5

○

廣
澤
一
雄

5

○

佐
藤
さ
ち
子

5

作
品
批
評
座
談
会

壺
井
繁
治

～

、

6

44

50

廣
澤
一
雄

伊
藤

和

植
村

諦

岡
本

潤

金
子
光
晴

長
谷
川
七
郎

秋
山

清

小
野
十
三
郎
（
紙
上
参
加
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
＊
詩
）

伊
藤

和

～
14

17

朝
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
20

21

雨
（
＊
詩
）

中
野
秀
人

～
23

25

橋
を
渡
る
娘
（
＊
詩
）

廣
澤
一
雄

～
30

33

壁
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
40

41

定
型
論
そ
の
他

岡
本

潤

～
45

50

一
九
四
八
年
版

新
日
本
詩
集

廣
澤
一
雄

51

詩
壇
時
評

金
子
光
晴

～
52

53

本
望
成
就
（
＊
詩
）

田
木

繁

～
54

55

ハ
イ
ネ
は
甘
い
か

壺
井
繁
治

～

、

56

59

50

百
姓
の
死
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
58

59

暗
い
道
で
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
60

61

八
月
十
五
日
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
62

63

詩
的
行
為
に
つ
い
て

佐
藤
さ
ち
子

～
［
表

］
（

）
、

64

3

67

50

コ
ス
モ
ス
第

号
目
次

［
表

］

12

4

後
記

＊
注
２

（
無
署
名
）

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

目
次
に
「
表
紙
・
絵

赤
松
俊
子
」
と
あ
る
。

＊
２

「
佐
藤
さ
ち
子
が
新
た
に
同
人
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
あ
る
。

第
二
次

『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
社
発
行

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
～
昭
和
三
十
二
年
九
月
（
全
七
冊
）

復
刊
第
一
号

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

13

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

壺
井
繁
治

2
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○

清
水

清

2

○

宮
崎

譲

～
2

3

○

川
崎
覚
太
郎

3

○

木
暮
真
人

～
3

4

○

佐
藤
さ
ち
子

4

○

廣
澤
一
雄

～
4

5

○

岡
本

潤

5

現
実
を
追
及
す
る
精
神

秋
山

清

～
6

13

風
景
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

9

穂
づ
ら
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
10

12

墓
碑
に
む
か
っ
て
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
14

15

赤
い
チ
ユ
ー
リ
ツ
プ
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
16

17

赤
い
羽
根
（
＊
詩
）

安
東
次
男

～
18

21

兵
た
い
達
の
歌
ご
え

―
「
新
日
本
詩
人
」
創
刊
号
を
読
む
―

木
暮
真
人

～
18

23

煙
突
（
＊
詩
）

湯
口
三
郎

～
22

23

作
者
と
作
品

金
子
光
晴

～
24

25

鬼
（
＊
詩
）

宮
崎

譲

25

不
服
従

植
村

諦

～
26

27

東
京
湾
（
＊
詩
）

長
澤
弘
泰

27

藍
衣
兵
士
／
娘
子
苦
力
（
＊
詩
）

清
水

清

～
28

29

詩
集
『
旅
宿
帳
』
と
錦
米
次
郎

秋
山

清

～
28

33

砲
と
花
（
＊
詩
「
影
絵
」
「
夜
」
「
花
の
い
ろ
」
）

木
暮
真
人

～
30

31

所
君
の
日
記
帳
（
＊
詩
）

菅
原
克
己

～
32

33

蝶
（
＊
詩
）

里
見
謙
三

34

新
刊
紹
介

壺
井
繁
治
著

新
し
い
詩
の
作
法

（
無
署
名
）

34

杜
甫
研
究

君
見
ず
や
夔
子
の
国
杜
陵
翁

田
木

繁

～
35

43

○
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
38

39

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
4

後
記

＊
注
２

Ａ

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
コ
ス
モ
ス
詩
集
』
。
昭
和
二
十
五
年
一
月
末
発
行
、
六
〇
〇
部

限
定
な
ど
と
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

＊
２

「
休
刊
一
ヶ
年
、
や
つ
と
コ
ス
モ
ス
再
出
発
の
機
会
を
得
て
復
刊
一
号

を
お
く
る
。
／
再
出
発
に
当
つ
て
多
く
の
新
し
い
同
人
を
得
た
が
そ

の
人
選
は
コ
ス
モ
ス
創
刊
の
主
張
に
賛
同
す
る
詩
人
を
と
い
う
こ
と

に
よ
つ
た
。
第
一
期
の
同
人
の
大
半
は
あ
る
程
度
自
ら
の
仕
事
を
完

成
し
た
人
々
で
あ
つ
た
、
そ
れ
に
加
え
て
こ
こ
に
気
鋭
の
詩
人
の
参

加
は
コ
ス
モ
ス
の
活
動
を
幅
広
く
且
つ
大
い
に
若
々
し
く
し
て
ゆ
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
後
略
）
」
と
あ
る
。

『 コ ス モ ス 』 復 刊 第 1号 表 紙
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復
刊
第
二
号

昭
和
二
十
五
年
一
月
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

14

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

太
陽
を
追
う
人
（
＊
詩
）

ゲ
ー
テ
作
／
田
木
繁
訳

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

伊
藤

和

2

○

錦
米
次
郎

2

○

里
見
謙
三

～
2

3

○

宮
崎

譲

3

○

木
暮
真
人

～
3

4

○

清
水

清

4

○

永
見

達

4

○

壺
井
繁
治

～
4

5

○

秋
山

清

5

大
古
墳
（
＊
詩
）

安
東
次
男

～
6

9

空
地
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
10

12

現
代
詩
に
た
い
す
る
疑
問
そ
の
他

岡
本

潤

～
13

15

蚯
蚓
（
＊
詩
）

宮
崎

譲

15

證
券
民
主
化
（
＊
詩
）

白
石
幸
男

～
16

18

金
子
光
晴
氏
へ

「
作
家
と
作
品
」
に
つ
い
て
の
疑
問

安
東
次
男

～
16

21

あ
る
男
の
お
も
い
で
（
＊
詩
）

永
見

達

～
18

21

植
村

諦
氏
へ
の
手
紙

清
水

清

～
22

24

清
水

清
へ
の
返
書

植
村

諦

～
24

25

戦
後
世
代
の
方
法

「
倉
橋
顕
吉
詩
集
」
評

関
根

弘

～
26

27

し
ぐ
れ

―
療
養
所
の
若
い
友
へ
―
（
＊
詩
）

岡
本

潤

28

五
肢
晩
年
（
＊
詩
）

吉
田
美
千
雄

29

政
治
へ
の
逃
避

詩
と
政
治
の
つ
な
が
り
（
１
）

木
暮
真
人

～
30

38

荒
野
に
水
わ
く
と
き
（
＊
詩
）

佐
藤
さ
ち
子

～
30

31

た
そ
が
れ
の
保
定
站
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
32

33

眼
（
＊
詩
）

管
原
克
己

～
34

35

夜
の
鳩
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

37

〔
広

告
〕

＊
注
１

38

個
性
の
詩
的
展
開
に
つ
い
て

田
木

繁

～
39

42

し
ず
か
な
動
作
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
40

41

お
茶
を
に
ご
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
（
＊
詩
）

瀬
下
良
夫

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
4

〔
目

次
〕

［
表

］
4

後
記

（
無
署
名
）

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

壺
井
繁
治
詩
論
集
『
抵
抗
の
精
神
』
飯
塚
書
店
）

＊
２

広
告

『
コ
ス
モ
ス
詩
集
』
（
前
号
注
１
参
照
）

復
刊
第
三
号

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日
発
行（

通
巻
第

号
）

15

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

「
戦
争
中
の
七
つ
の
愛
の
詩
」
よ
り

（
＊
詩
）

ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

［
表

］
1
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コ
ス
モ
ス
雑
記

モ
チ
ー
フ
の
不
明
瞭
さ
に
つ
い
て

小
野
十
三
郎

～
2

3

所
感

宮
崎

譲

～
3

4

素
朴
な
覚
書
（

）

瀬
下
良
夫

～

1

4

5

詩
人
の
抵
抗
に
つ
い
て

河
合
俊
郎

～
5

6

郷
土

山
田
忠
治

～
6

7

平
和
へ
の
関
心

柴
田
元
男

7

古
い
話

清
水

清

7

す
べ
て
は
終
つ
た
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
8

9

闘
魚
（
＊
詩
）

宮
崎

譲

～
10

11

燈
台
（
＊
詩
）

清
水

清

～
12

13

故
郷
の
な
か
の
異
国
に
て
（
＊
詩
）

安
東
次
男

～
14

15

孤
立
の
悲
し
み
に
つ
い
て

―
戦
時
と
戦
後
へ
の
回
想
―

秋
山

清

～

、

16

25

43

挿
話
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
18

19

鳩
（
＊
詩
）

菅
原
克
己

～
20

21

戦
後

迷
い
子
／
老
百
姓
抄
／
小
孩
／
山
姥
（
＊
詩
）
木
暮
真
人

～
22

23

星
辰
（
＊
詩
）

吉
田
美
千
雄

～
24

25

詩
人
の
敗
北

詩
と
政
治
の
つ
な
が
り
（
２
）

木
暮
真
人

～
26

31

〔
広

告
〕

＊
注
１

31

ヌ
ウ
ベ
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

安
東
次
男

～
32

35

あ
る
家
族
の
こ
と
（
＊
詩
）

川
崎
覚
太
郎

～
34

35

平
和
擁
護
と
杜
甫
の
反
戦
詩

岡
本

潤

～
36

39

戦
争
に
就
い
て

金
子
光
晴

～
40

43

あ
る
習
性
に
つ
い
て
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
42

43

機
械
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
44

45

二
月
一
日
の
号
外
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
46

48

六
つ
の
風
景
（
＊
詩
）

永
見

達

～
［
表

］（

）

49

3

51

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
3

〔
目

次
〕

［
表

］
4

後
記

秋
山

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

安
東
次
男
詩
集
『
六
月
の
み
ど
り
の
よ
る
わ
』（
コ
ス
モ
ス
社
）

＊
２

広
告

『
コ
ス
モ
ス
詩
集
』
（
通
算
第
十
四
号
注
１
参
照
）

通
巻
第
十
六
号

昭
和
二
十
五
年
八
月
十
日
発
行

恋
愛
詩
特
集

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

感
想
二
三

岡
本

潤

3

妄
像

飛
鳥

敬

～
3

4

律
義
も
の
の
う
た

押
切
順
三

～
4

5

こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を

秋
山

清

5

感
情
に
つ
い
て

永
見

達

5

貝
が
ら
・
恋
び
と
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
6

7

恋
歌
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
8

9

明
日
わ
ど
ん
な
深
い
谷
を
も
つ
（
＊
詩
）

安
東
次
男

～
10

11
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う
ん
こ
の
に
ほ
ひ
の
す
る
恋
愛
詩
二
篇

あ
る
き
な
が
ら
で
き
に
〔
マ
マ
〕
詩
一
篇
／

も
う
一
つ
の
詩
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
12

13

か
い
つ
ぶ
り
（
＊
詩
）

飛
鳥

敬

～
14

15

青
春
の
恋
の
う
た

秋
山

清

～
16

25

波
の
う
た
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
18

21

陸
橋
（
＊
詩
）

宮
崎

譲

～
24

25

の
こ
さ
れ
た
恋
文
（
＊
詩
）

瀬
下
良
夫

～
26

28

越
南
は
闘
う
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
29

31

壺
井
繁
治
の
「
抵
抗
の
精
神
」
に
つ
い
て

安
東
次
男

～
32

33

〔
広

告
〕

＊
注
１

33

菜
の
花
（
＊
詩
）

菅
原
克
己

～
34

35

近
代
詩
人
の
恋
（
＊
評
論
）

河
合
俊
郎

～
34

37

恋
愛
詩
集
（
＊
詩
）

長
谷
川
七
郎

～
36

37

花
一
輪
（
＊
詩
）

植
村

諦

38

女
兵
（
＊
詩
）

清
水

清

39

春
の
お
と
ず
れ
が
…
…
（
＊
詩
）

柴
田
元
男

～
40

41

詩
壇
時
評

（
無
署
名
）

～
42

43

残
骸
も
な
く
（
＊
詩
）

岡
本

潤

43

焼
跡
附
近
（
＊
詩
）

川
崎
覚
太
郎

44

く
ぢ
ら
（
＊
詩
）

長
澤
弘
泰

45

鉱
工
品
貿
易
公
団
（
＊
詩
）

白
石
幸
男

～
46

47

塔
の
上
で
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
48

49

疲
労
に
つ
い
て
（
＊
詩
）

吉
田
美
千
雄

～
50

51

コ
ス
モ
ス
の
会

＊
注
２

［
表

］
4

後
記

Ａ

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

安
東
次
男
詩
集
『
六
月
の
み
ど
り
の
よ
る
わ
』（
コ
ス
モ
ス
社
）

＊
２

「
挨
拶
／
こ
の
苦
し
い
時
代
の
中
で
、
詩
人
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
部

門
に
新
風
を
送
り
得
る
者
と
信
じ
ま
す
。
／
私
た
ち
は
今
度
、
多
く
の

詩
を
愛
す
る
人
々
と
相
集
つ
て
『
コ
ス
モ
ス
会
』
を
出
発
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
御
賛
同
を
得
て
『
コ
ス
モ
ス
の

会
』
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
奮
つ
て
御
参
加

下
さ
い
。
／
一
九
五
〇
・
五
・
一
一
／
コ
ス
モ
ス
社
同
人
」
と
あ
る
。

通
巻
第
十
七
号

昭
和
二
十
五
年
十
月
五
日
発
行

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

能
登
氏
の
こ
と

錦
米
次
郎

［
表

］
2

故
郷
の
山
河
の
美
し
さ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

安
東
次
男

［
表

］
～

2

3

自
己
満
足
と
い
う
こ
と

瀬
下
良
夫

3

詩
の
雑
誌
を
読
ん
で

廣
澤
一
雄

4

コ
ツ
ケ
イ
な
話

岡
本

潤

～
4

5

号
外

壺
井
繁
治

5

ざ
つ
記

金
子
光
晴

5

山
陰
紀
行

日
本
の
壁
／
石
見
の
は
て
／
帰
り
旅
に
大
山
に
か
ゝ
る
雲
を
見
な
が
ら

（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

6

黄
河
大
合
唱
（
＊
詩
）

菅
原
克
己

7
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声
（
＊
詩
）

武
内
利
栄

～
8

9

忘
れ
ら
れ
た
墓
碑
銘
（
＊
詩
）

草
村

純

9

あ
れ
か
ら
五
歳
は
過
ぎ
て
（
＊
詩
）

植
村

諦

～
10

11

母
の
体
（
＊
詩
）

瀬
下
良
夫

～
11

12

諏
訪
林
墓
地
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

13

い
と
こ
（
＊
詩
）

岡
村

民

14

ぼ
く
ら
は
平
和
投
票
に
参
加
し
た
（
＊
詩
）

安
藤
美
紀
夫

15

自
省
と
抵
抗
に
つ
い
て

武
内
辰
郎

～
16

20

新
し
い
抒
情
の
肯
定

永
見

達

～
20

22

歴
史
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
22

23

詩
壇
時
評

秋
山

清

～
22

27

お
れ
た
ち
は
生
き
た
い
（
＊
詩
）

田
山

衛

～
24

25

僕
の
か
ら
だ
の
水
分
わ
信
濃
川
の
水
。
骨
も
肉
も
や
つ
ぱ
り
信
濃
川
の
水
で
そ

だ
つ
た
米
と
や
さ
い
と
魚
な
ど
。
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
25

27

手
紙

吉
田
美
千
雄

～
28

30

横
須
賀
軍
港
（
＊
詩
）

長
澤
弘
泰

30

リ
ア
リ
ズ
ム
の
展
開

安
東
次
男
詩
集
「
六
月
の
み
ど
り
の
夜
わ
」
に
つ
い
て

秋
山

清

～
31

35

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

河
出
書
房
社

『
日
本
現
代
詩
大
系
』
（
他
）

再
刊
第
一
号

昭
和
三
十
二
年
五
月
二
十
五
日
発
行（

通
巻
第

号
）

18

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

プ
リ
ス
タ
ワ
ル
ト
の
死
骸
（
＊
詩
）

ト
ラ
ア
作
／
中
野
重
治
訳

［
表

］
1

主
旨

＊
注
１

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

コ
ス
モ
ス
再
刊

金
子
光
晴

［
表

］
2

沖
縄
の
抵
抗

木
暮
真
人

［
表

］
～

2

3

俗
論
詩

清
水

清

3

論
争

秋
山

清

3

流
行
歌
と
現
代
詩

木
暮
真
人

～
4

10

音
（
＊
詩
）

木
村
武
盛

10

均
ら
さ
れ
た
死
（
＊
詩
）

蟹
江
真
人

11

人
民
の
眼
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
12

13

再
生

―
骨
に
な
つ
た
女
に
―
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
14

15

白
い
鴉
（
＊
詩
）

大
場
康
二
郎

～
16

17

ス
ミ
レ
と
革
命

―
岡
本
潤
論
―

小
林
祥
一
郎

～
18

27

ガ
ス
灯
（
＊
詩
）

長
沢
弘
泰

～
22

23

ロ
ー
ワ
ン
カ
ー
ブ
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
26

27

雑
記

高
原
村
夫

27

貨
車
二
題
（
＊
詩
）

山
田
今
次

28

や
さ
し
い
心
（
＊
詩
）

秋
山

清

29

発
掘
（

)

秋
の
詩

斎
藤
峻
詩
集

秋
山

清

～

1

30

31

も
う
す
ぐ
ほ
の
じ
ろ
く
な
る
だ
ろ
う
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
32

33

君
と
私

―
１
９
４
７
年
の
回
想
（
＊
詩
）

高
原
村
夫

～
34

35

虹
（
＊
詩
）

と
こ
ろ
さ
だ
を

～
34

35

メ
ル
ヘ
ン
（
＊
詩
）

多
気
正
一

～
36

37
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買
わ
れ
る
の
は
白
い
部
分

―
新
聞
に
載
つ
た
詩
―

清
水

清

～
38

39

ミ
イ
ラ
と
り
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

39

伊
藤
和
と
「
馬
」
事
件

秋
山

清

～
40

49

五
月
の
都
会

―
マ
ル
ク
ス
の
倉
庫
番
（
Ⅱ
）
―
（
＊
詩
）

す
ず
き
て
つ
を

～
42

44

鮎
（
＊
詩
）

有
馬

敲

47

六
十
年
ま
え
の
書

（
無
署
名
）

～
49

50

〔
広

告
〕

＊
注
２

50

〔
目

次
〕

51

報
告

＊
注
３

秋
山

51

〔
奥

付
〕

51

〔
広

告
〕

＊
注
４

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

「
…
…
こ
こ
に
ひ
と
た
び
廃
し
た
コ
ス
モ
ス
を
再
発
刊
し
て
出
発
す
る

の
は
、
戦
後
逸
早
く
コ
ス
モ
ス
が
主
張
し
た
健
康
な
人
民
詩
精
神
を
、

ふ
た
た
び
叫
ぶ
必
要
が
あ
る
と
自
負
す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
／
人

民
詩
精
神
と
は
、
権
威
権
力
に
ゆ
ず
ら
ぬ
、
働
く
も
の
の
自
己
主
張
で

あ
り
、
芸
術
の
う
つ
く
し
さ
を
要
望
す
る
精
神
で
あ
る
と
か
ん
が
え

ま
す
」
と
あ
る
。

＊
２

広
告

喫
茶
と
食
事
「
五
十
番
」
（
実
業
之
日
本
社
ま
え
）

＊
３

「
わ
れ
わ
れ
が
発
表
し
た
コ
ス
モ
ス
再
発
刊
の
主
旨
は
ま
だ
ま
つ
た
く

抽
象
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
具
体
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
コ
ス
モ
ス
の
目

的
で
あ
り
、
仕
事
で
あ
る
。
／
昨
年
夏
、
錦
米
次
郎
、
河
合
俊
郎
、
伊
藤

正
斉
の
三
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
便
り
が
あ
つ
て
コ
ス
モ
ス
の
再
刊

を
希
望
し
て
き
た
。
一
九
五
〇
年
に
コ
ス
モ
ス
社
を
解
散
し
て
か
ら

ま
る
六
年
す
ぎ
て
い
た
。
日
本
も
、
戦
後
と
い
う
時
代
で
は
も
う
な
く

な
つ
た
。
あ
わ
た
だ
し
い
あ
の
時
期
に
人
民
民
詩
精
神
と
い
う
こ
と

マ
マ

を
掲
げ
て
出
発
し
た
コ
ス
モ
ス
が
、
再
び
立
ち
あ
が
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
在
京
の
友
人
た
ち
と
話
し
あ
つ
て
、
再
発
刊
の
こ
と
を

よ
う
や
く
き
め
た
。
（
後
略
）
」
と
あ
る
。

＊
４

広
告

飯
塚
書
店

『
現
代
詩
用
語
辞
典
』
（
他
）

再
刊
第
二
号

昭
和
三
十
二
年
九
月
二
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

19

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

奴
隷
（
＊
詩
）

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
作
／
小
野
十
三
郎
訳

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス

＊
注
１

反
抗
精
神

高
島

洋

［
表

］
2

金
城
湯
池

え
の
き
・
た
か
し

［
表

］
～

2

3

投
書

生
田

均

～
3

4

言
葉
の
共
有
性

黛

元
男

4

戦
後

高
原
村
夫

4

二
十
代
の
位
置

有
馬

敲

～
4

5

視
覚
的
で
あ
る
こ
と

蟹
江
真
人

5

山
田
今
次
の
意
見

秋
山

清

5

ト
ヨ
ア
シ
ハ
ラ
の
雪
ど
け
（
＊
詩
）

川
口
克
己

～
6

7

点
々
と
白
く
／
寝
す
が
た
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
8

9
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時
間
・
部
分
・
そ
し
て
…
…
…
（
＊
詩
）

蟹
江
真
人

10

蝶
（
＊
詩
）

山
田
今
次

11

ヤ
マ
ア
ラ
シ
譚

―
―
異
説
・
戦
後
詩
人
の
出
発

有
馬

敲

～
12

17

砂
漠
の
駱
駝
（
＊
詩
）

高
田
正
七

～
14

15

詩
人
の
い
な
い
詩

―
時
評
―

清
水

清

～
18

19

発
掘
（
２
）
詩
原

秋
山

清

～
20

21

わ
が
騒
人
記
（
１
）
「
萩
原
葉
歌
」
を
読
み
か
え
し
た
こ
と

多
田
文
三

～
22

24

〔
広

告
〕

＊
注
２

24

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
船
方
一

秋
山

清

25

内
海
泡
沫
の
反
戦
詩

向
井

孝

～
26

35

夜
業
（
＊
詩
）

生
田

均

～
30

31

は
が
ね
の
こ
と
ば
に
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
34

35

映
画
館
で
（
＊
詩
）

向
井
孝

～
36

37

〔
広

告
〕

＊
注
３

37

流
行
歌
と
現
代
詩

当
然
な
も
の
を
破
る
仕
事
を

川
口
克
己

～
38

39

銭
の
村
か
ら

錦
米
次
郎

～
39

41

詩
人
は
流
行
歌
が
書
け
な
い

清
水

清

～
41

43

白
い
流
れ
（
＊
詩
）

と
こ
ろ
さ
だ
お

～
40

41

杭

―
不
毛
地
帯

―
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

～

8

42

43

右
の
目
と
左
の
目
（
＊
詩
）

山
田
忠
治

～
44

45

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
今
日
の
問
題

秋
山

清

～
44

51

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
46

47

無
題
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

～
48

49

手
形
（
＊
詩
）

す
ず
き
て
つ
を

50

表
紙
の
詩

＊
注
４

［
表

］
3

報
告

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
５

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
６

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

欄
名
「
コ
ス
モ
ス
」
―
―
目
次
に
は
「
コ
ス
モ
ス
雑
記
」
と
あ
る
が
「
雑

記
」
が
消
え
て
い
る
。

＊
２

山
田
今
次
詩
集
『
行
く
手
』
（
コ
ス
モ
ス
社
）
、
有
馬
敲
詩
集
『
変
貌
』

（
同
）
。

＊
３

広
告

『
定
本
イ
オ
ム
同
盟
詩
集
』
（
コ
ス
モ
ス
社
）

＊
４

オ
ツ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（
一
八
八
二
～
一
九
三
二
）
。
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
。

詩
「
奴
隷
」
は
『
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
か
ら
転
載
。

＊
５

広
告

喫
茶
と
食
事
「
五
十
番
」
。

＊
６

広
告

飯
塚
書
店
『
現
代
詩
用
語
辞
典
』
他
。
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第
三
次

『
コ
ス
モ
ス
』
コ
ス
モ
ス
社
発
行

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
～
昭
和
四
十
五
年
一
月
（
全
二
十
冊
）

第
一
号

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

20

第
三
次
創
刊
号

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

○

秋
山

清

1

○

伊
藤
正
斉

～
1

2

コ
ス
モ
ス
と
カ
ミ
サ
マ

錦
米
次
郎

～
2

3

民
主
主
義
の
初
歩

吉
田
欣
一

～
3

4

コ
ス
モ
ス
激
励

○

小
野
十
三
郎

4

○

岡
本

潤

4

○

金
子
光
晴

4

○

佐
藤
一
英

4

老
戦
士
へ

杉
浦
明
平

5

第
三
コ
ス
モ
ス
出
発

丸
山

薫

5

軟
骨
魚
類
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
6

9

日
本
人
の
子
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
10

11

ね
こ
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
12

13

粘
土
の
街
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
14

15

土
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
16

17

国
境
へ
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

～
18

19

夜
光
虫
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
20

22

文
学
の
砲
台
と
し
て
（
＊
評
論
）

岡
田
孝
一

～
23

24

〈
リ
レ
ー
評
論
〉
子
ど
も
の
詩
に
つ
い
て

河
合
俊
郎

～
25

26

編
集
手
帖

＊
注
１

河
合

［
表

］
3

同
人
住
所

＊
注
２

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
３

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

「
編
集
手
帖
」
に
よ
れ
ば
、
秋
山
を
除
く
四
人
が
「
マ
ス
コ
ミ
糞
く
ら
え

と
い
う
地
点
で
、
ほ
ん
と
う
の
生
活
の
詩
（
う
た
）
を
う
た
お
う
」
と

雑
誌
を
出
す
相
談
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
錦
の
『
百
姓
の
死
』
出
版
記

念
会
に
秋
山
が
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
創
刊
に
踏
み
切
っ
た

と
あ
る
。
第
二
次
ま
で
の
『
コ
ス
モ
ス
』
の
「
詩
精
神
を
継
承
し
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
コ
ス
モ
ス
的
な
一
切
を
検
討
し
否
定
す

る
と
こ
ろ
か
ら
新
し
く
出
発
す
る
べ
き
だ
と
思
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。

＊
２

「
同
人
住
所
」
秋
山
清
（
東
京
都
中
野
区
）
・
伊
藤
正
斉
（
愛
知
県
瀬
戸

市
）
・
河
合
俊
郎
（
愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
）
・
錦
米
次
郎
（
三
重
県

松
坂
市
）・
吉
田
欣
一
（
岐
阜
市
）

＊
町
名
番
地
は
省
略

＊
３

広
告

豊
橋
鉄
道
Ｋ
Ｋ
／
オ
ー
マ
イ
キ
ッ
チ
ン
わ
か

第
二
号

昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
八
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

21
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〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

1

○

壺
井
繁
治

1

疑
い
の
時

杉
浦
明
平

1

第
二
の
手
紙

佐
藤
一
英

2

○

秋
山

清

～
2

3

○

伊
藤
正
斉

3

○

押
切
順
三

～
3

4

雑
記

錦
米
次
郎

～
4

6

○

え
の
き
・
た
か
し

6

触
発

河
合
俊
郎

7

夜
の
樹
木
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
8

9

正
月
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

10

罐
は
冷
え
る
（
＊
詩
）

押
切
順
三

11

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

12

湿
地
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

13

ガ
ラ
ス
風
呂
幻
想
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
14

15

狼
魚
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

15

お
つ
と
せ
い
と
民
衆

金
子
光
晴

―
コ
ス
モ
ス
の
人
―
（
一
）
（
＊
評
論
）

秋
山

清

～
16

21

步
い
て
朝
鮮
へ
（
＊
小
説
）

岡
田
孝
一

～
22

24

編
集
手
帖

河
合

［
表

］
3

同
人
の
約
束

［
表

］
3

同
人
の
著
書

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
／
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー

第
三
号

昭
和
三
十
八
年
七
月
三
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

22

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

1

詩
と
音
楽

松
本
民
之
助

～
1

2

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
再
創
造
の
機
運

秋
山

清

～
2

3

雑
記

錦
米
次
郎

～
3

4

あ
る
詩
人
の
生
涯

杉
浦
明
平

4

N
anni

に
与
う
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

5

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

6

追
わ
れ
る
（
＊
詩
）

前
川
知
賢

7

青
い
草
の
上
を
（
＊
詩
）

押
切
順
三

8

わ
が
コ
ン
パ
ス
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

9

死
ぬ
人N

o.1

（
＊
詩
）

向
井

孝

10

黒
ま
む
し
上
陸
（
＊
詩
）

高
島

洋

11

牛
の
出
産
（
＊
感
想
）

錦
米
次
郎

～
12

13

嶋
（
＊
詩
）

え
の
き

た
か
し

～
14

15

人
魚
差
別
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

16
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詩
集
評

Ⅰ
浜
口
長
生
詩
集
／
Ⅱ
石
の
鼻
〔
岩
瀬
正
雄
著
〕
／
Ⅲ
白
い
耕
地
〔
杉
浦
盛
雄
著
〕

伊
藤
正
斉

～
17

19

内
田
洋
詩
集

「
に
が
い
河
」
に
ふ
れ
て
（
＊
評
論
）
吉
田
欣
一

～
20

21

裸
木
の
歌
（
＊
詩
）

鈴
木
寛
一

21

内
部
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

宮
崎
譲
（
コ
ス
モ
ス
の
人
―
２
）
（
＊
評
論
）

秋
山

清

～
22

24

編
集
手
帖

河
合

［
表

］
3

同
人
の
住
所

［
表

］
3

受
像
誌
感
謝

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
／
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー

第
四
号

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

23

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
2

コ
ス
モ
ス
雑
記

1

二
つ
の
浜
口
詩
集

批
判
に
つ
い
て

錦
米
次
郎

1

記
録
作
家
の
記
憶
減
退

杉
浦
明
平

～
1

2

追
悼

木
暮
真
人

～
2

3

廻
転
椅
子

え
の
き
・
た
か
し

3

雑
記

伊
藤
正
斉

～
3

4

松
川
の
こ
と

吉
田
欣
一

～
4

5

錦
米
次
郎
へ

壺
井
繁
治

5

若
い
人
へ

河
合
俊
郎

5

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

6

壺
／
ク
ラ
ゲ
／
嘘
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

7

真
実
（
＊
詩
）

前
川
知
賢

8

や
つ
ら
（
＊
詩
）

押
切
順
三

9

風
景
（
＊
詩
）

向
井

孝

10

大
河
（
＊
詩
）

高
島

洋

11

老
狙
撃
兵
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

12

終
業
時
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

13

議
会
の
ひ
る
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

14

ふ
た
た
び
鉛
筆
に
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

15

小
譚
詩
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

16

籾
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら
・
ま
さ
お

17

内
部
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

宮
崎
譲
（
コ
ス
モ
ス
の
人
―
２
）
（
＊
評
論
）

秋
山

清

～
18

21

泥
沼
に
足
を
と
ら
れ
て
（
＊
感
想
）

岡
田
孝
一

～
22

26

〔
広

告
〕

＊
注
１

26

編
集
手
帖

河
合

［
表

］
3

執
筆
者
の
住
所

［
表

］
3

同
人
の
約
束

［
表

］
3

〔
奥

付
〕

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4
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＊
１

広
告

冬
日
書
房
／
光
村
図
書
名
古
屋
出
張
所

＊
２

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
／
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー

第
五
号

昭
和
三
十
九
年
三
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

24

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

文
句
あ
り

岡
田
孝
一

［
表

］
～

2

1

落
選
候
補
Ｍ
・
Ｋ
に

木
暮
真
人

～
1

2

ア
ナ
キ
ス
ト
詩
集

秋
山

清

～
2

3

ケ
ネ
デ
イ
の
死
と
三
池
三
川
鉱
の
爆
発
事
故

高
島

洋

～
3

4

プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
詩
と
コ
ス
モ
ス

錦
米
次
郎

～
4

5

津
坂
と
御
沢
の
詩
集

伊
藤
正
斉

5

う
じ
む
し
の
唄
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

6

す
だ
ま
の
里
（
＊
詩
）

鈴
木
寛
一

7

風
が
泣
い
て
い
る
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら
・
ま
さ
お

8

諦
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
＊
詩
）

坂
上
吾
郎

9

わ
が
写
実
派
た
ち

木
暮
真
人
と
清
水
清
（
コ
ス
モ
ス
の
人
―
３
）
（
＊
評
論
）

秋
山

清

～
10

14

射
程
距
離

―
―
老
狙
撃
兵
２
―
―
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

13

竜
の
落
し
子
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

15

犬
と
猪
と
狼
（
＊
詩
）

前
川
知
賢

16

空
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

17

秋
山
清
「
短
歌
入
門
」
雑
感

吉
田
欣
一

～
18

19

〔
広

告
〕

＊
注
１

18

海
底
よ
り
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

19

風
景
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

20

休
日
（
＊
詩
）

吉
田
美
千
雄

21

野
に
つ
い
て
（
＊
感
想
）

錦
米
次
郎

～
22

23

書
評

押
切
順
三
詩
集
「
大
監
獄
」

え
の
き
・
た
か
し

23

敗
北
の
文
学
者
と
し
て
の
詩
人
（
＊
評
論
）

前
川
知
賢

～
24

27

〔
広

告
〕

＊
注
２

27

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
広

告
〕

＊
注
３

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

光
村
図
書
名
古
屋
出
張
所

＊
２

広
告

伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
／
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ

ン
タ
ー

＊
３

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
東
京
書
籍
株
式
会
社

第
六
号

昭
和
三
十
九
年
六
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

25

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

代
々
木
の
白
い
犬

河
合
俊
郎

～
1

2

水
に
塩
を
投
げ
こ
む
な

木
暮
真
人

2
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糖
尿
病
記

内
田

博

～
2

3

日
記
抄

錦
米
次
郎

～
3

4

東
京
コ
ス
モ
ス
会

秋
山

清

4

川
内
河
口
の
部
落
で

斉
藤

峻

～
4

5

人
民
詩
精
神
の
再
確
認

え
の
き
・
た
か
し

～
5

6

わ
が
心
の
底
に

吉
田
欣
一

～
6

7

観
光
バ
ス
の
旅

岡
田
孝
一

8

わ
が
写
実
派
た
ち
（
二
）
木
暮
真
人
と
清
水
清
（
コ
ス
モ
ス
の
人
―
―
３
）
（
＊
評
論
）

秋
山

清

～
9

14

赤
羽
根
避
難
港
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
11

12

仮
死
状
態

―
―
壺
井
繁
治
―
―
（
＊
評
論
）

伊
藤
正
斉

～
15

20

ナ
ス
ビ
色
の
な
か
で
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
17

18

〔
広

告
〕

＊
注
１

20

坑
内
幽
霊
（
＊
詩
）

内
田

博

～
21

22

不
安
と
機
械
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
21

22

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

23

砂
の
上
の
終
末
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

24

時
間
（
＊
詩
）

吉
田
美
千
雄

25

農
婦
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

26

試
験
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら

ま
さ
お

～
27

28

助
け
て
く
れ
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

～
27

28

弾
道
を
追
っ
て

―
老
狙
撃
兵
３
―
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

29

借
家
（
＊
詩
）

前
川
知
賢

30

人
民
詩
精
神
の
位
置
（
＊
評
論
）

木
暮
真
人

～
31

34

編
集
後
記

＊
注
２

え
の
き
・
た
か
し

・

間

33

34

同
人
住
所
録

・

間

33

34

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
広

告
〕

＊
注
３

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー
／
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

＊
２

第

頁
と
第

頁
の
間
に
綴
じ
込
み
。
表
面
に
［
編
集
後
記
」
。
裏
面
に

33

34

「
同
人
住
所
録
」
。
同
人
は
、
秋
山
清
、
伊
藤
正
斉
、
内
田
博
、
え
の
き
・

た
か
し
、
押
切
順
三
、
岡
田
孝
一
、
河
合
俊
郎
、
北
本
哲
三
、
木
暮
真

人
、
斉
藤
峻
、
清
水
清
、
鈴
木
寛
一
、
高
島
洋
、
錦
米
次
郎
、
前
川
知

賢
、
ま
つ
う
ら
ま
さ
お
、
向
井
孝
、
吉
田
欣
一
、
吉
田
美
千
雄
。

＊
３

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
東
京
書
籍
株
式
会
社

第
七
号

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

26

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

雑
記
１

内
田

博

1

詩
人
の
特
権

伊
藤
正
斉

～
1

2

自
分
を
た
し
か
め
る

清
水

清

2

雑
記
２

内
田

博

2

そ
の
門
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

3

海
か
ら
の
階
段
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

～
3

4

龍
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

～
4

5
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ま
ぬ
け
な
僕
（
＊
詩
）

押
切
順
三

5

圧
延
工
と
赤
い
鼻
緒
の
下
駄
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
5

6

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

6

挫
折
を
超
え
る
も
の

人
民
詩
精
神
の
位
置
（
２
）
（
＊
評
論
）

木
暮
真
人

～
7

10

出
来
事
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら
・
ま
さ
お

～
9

10

筑
豊
の
冬
（
＊
詩
）

内
田

博

～
11

12

水
の
は
な
し
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
13

14

風
媒
花
（
＊
詩
）

鈴
木
寛
一

14

み
み
ず
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
14

15

空
の
み
え
る
片
隅
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

15

海
愁
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
15

16

駅
長
の
い
な
い
始
発
駅
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

16

同
人
住
所
録

＊
注
１

16

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
１
）

秋
山

清

～
17

26

毎
朝
い
つ
も
の
よ
う
に
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
23

24

あ
と
が
き

え

26

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

同
人
は
前
号
に
同
じ
。

＊
２

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン
／
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
／
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー

第
八
号

昭
和
四
十
年
二
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

27

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

佐
藤
漣
の
個
展

錦
米
次
郎

～
1

2

断
想

内
田

博

2

同
人
会
開
催
案
内

＊
注
１

2

筑
豊
の
秋
（
＊
詩
）

内
田

博

～
3

4

逆
手
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
4

5

東
京
に
て
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
5

6

放
棄
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
6

7

松
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

～
7

8

踏
切
り
（
＊
詩
）

向
井

孝

8

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
詩
に
つ
い
て
（
＊
評
論
）

木
暮
真
人

～
9

12

海
に
は
汐
が
み
ち
て
い
た
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
13

14

ふ
た
た
び
海
に
か
え
る
日
に
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

15

羅
臼
河
口
（
＊
詩
）

齋
藤

峻

～
15

17

あ
る
孤
独
（
＊
詩
）

秋
山

清

17

勲
章
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら
・
ま
さ
お

18

海
へ
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
18

20

俺
の
骨
が
帰
つ
て
き
た
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

20

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
Ⅱ

秋
山

清

～
21

26

〔
広

告
〕

＊
注
２

26

あ
と
が
き

［
表

］
4

同
人
辞
退
／
同
人
の
約
束

＊
注
３

［
表

］
4
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〔
広

告
〕

＊
注
４

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

「
同
人
会
開
催
案
内
」
に
は
、
二
月
十
四
日
に
毎
日
新
聞
名
古
屋
本
社
に

て
「
同
人
辞
退
に
つ
い
て
、
作
品
合
評
、
懇
談
」
を
「
ぎ
だ
い
」
と
し
て
同

人
会
を
開
催
す
る
と
あ
る
。

＊
２

広
告

近
刊

吉
田
欣
一
詩
集

＊
３

「
同
人
辞
退
」
に
は
、
前
川
知
賢
、
吉
田
三
千
雄
、
佐
藤
さ
ち
子
の
三
名

の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。
「
同
人
の
約
束
」
に
は
、
「
雑
誌
は
当
分

の
う
ち
季
刊
と
す
る
／
同
人
の
加
入
、
脱
退
は
同
人
会
で
決
め
る
、
同

人
費
は
月
額
六
〇
〇
円
と
す
る
／
同
人
に
は
雑
誌
発
行
毎
に
二
〇
部

を
届
け
る
」
と
あ
る
。

＊
４

広
告

シ
キ
シ
マ
パ
ン
広
小
路
サ
ロ
ン

第
九
号

昭
和
四
十
年
六
月
二
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

28

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

仏
桑
華

伊
藤
正
斉

（
［
表

］
）

2

2

反
対

清
水

清

（
［
表

］
）

2

2

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
思
想
的
連
帯
を

木
暮
真
人

～
2

3

ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
こ
と

錦
米
次
郎

～
3

4

寸
感

吉
田
欣
一
詩
集
に
つ
い
て

松
永
浩
介

～
4

5

形
容
詞
で
は
足
ら
ぬ

秋
山

清

5

〔
広

告
〕

＊
注
１

5

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
Ⅲ

「
祖
国
の
砂
」
と
「
京
浜
の
虹
」
（
１
）

秋
山

清

～
6

19

備
忘
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

～
8

9

沖
縄
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
10

11

別
天
地
と
は
相
違
し
て
い
た
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら

ま
さ
お

～
12

13

人
民
の
祝
日
に
つ
い
て
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
14

15

伊
藤
和
を
悼
む

伊
藤
和
を
悼
む

秋
山

清

20

伊
藤
和
の
死

錦
米
次
郎

～
20

21

伊
藤
和
の
こ
と

小
野
十
三
郎

21

８
号
作
品
評

清
水

清

～
22

23

夜
と
昼
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
24

25

詩
人
で
あ
る
こ
と

吉
田
欣
一
詩
集
（
＊
評
論
）
木
暮
真
人

～
26

31

現
代
詩
解
散
に
よ
せ
て
（
＊
評
論
）

伊
藤
正
斉

～
32

36

三
池
の
春
（
＊
詩
）

内
田

博

～
34

35

編
集
後
記

吉
田
欣
一

（
［
表

］
）

36

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

36

4

＊
１

広
告

『
吉
田
欣
一
詩
集
』
（
コ
ス
モ
ス
社
）

第
十
号

昭
和
四
十
年
十
一
月
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

29

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1
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コ
ス
モ
ス
雑
記

さ
わ
や
か
な
夏

伊
藤
正
斉

2

詩
の
生
れ
る
領
域

木
暮
真
人

～
2

3

詩
集
出
版

内
田

博

～
3

4

小
池
亮
夫
詩
集
そ
の
他

錦
米
次
郎

～
4

5

戦
后
二
十
年

松
永
浩
介

～
5

6

わ
た
し
の
周
辺
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
的
様
相

高
島

洋

6

俗
吏
官
僚

河
合
俊
郎

～
6

7

雑
感
二
つ

吉
田
欣
一

～
7

8

〔
広

告
〕

＊
注
１

8

左
拾
遺
補
闕
（
杜
甫
研
究
）

田
木

繁

～
9

16

〔
広

告
〕

＊
注
２

内
田
博
詩
集

〈
三
池
の
冬
〉
へ
の
私
信

伊
藤
正
斉

～
17

19

斜
め
に
日
が
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
20

21

地
図
と
地
図
と
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら
ま
さ
お

～
20

21

穴
掘
り
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
22

23

今
日
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
22

23

平
和
家
族
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

～
24

25

松
永
浩
介

―
同
人
素
描
―

ア
キ
ヤ
マ
・
キ
ヨ
シ

～
26

27

戦
后
詩
の
私
的
な
回
想
（
Ⅳ
）

「
祖
国
の
砂
」
と
「
京
浜
の
虹
」
（
２
）

秋
山

清

～
28

35

工
場
に
て
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
32

33

予
告

＊
注
３

反
戦
詩
へ
の
半
生

―
―
９
号
作
品
評

＊
注
４

清
水

清

～
［
表

］

36

4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
三
池
の
冬

内
田
博
詩
集
』

＊
２

広
告

『
ま
つ
う
ら

ま
さ
お
詩
集
〈
詩
集
く
ら
し
〉
』

＊
３

「
コ
ス
モ
ス
」
通
巻
三
十
号
記
念
事
業
に
つ
い
て

＊
４

裏
表
紙
（
表
４
）
に
ノ
ン
ブ
ル
は
な
い
が
第

頁
目
に
あ
た
る
。

38

第
十
一
号

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
発
行

周
年
第

号
記
念
号

20

30

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

幸
徳
ま
ん
じ
ゅ
う

木
暮
真
人

2

列
島
の
カ
ザ
ー
ク
た
ち
（
そ
の
些
細
な
疵
に
つ
い
て
）
松
永
浩
介

～
2

4

手
紙

伊
藤
正
斉

4

蝸
牛
角
上

秋
山

清

～
4

5

人
民
の
声
な
き
声

無
縁
仏
由
来

錦
米
次
郎

～
5

6

「
松
川
運
動
全
史
」
に
ふ
れ
て

吉
田
欣
一

6

〈
座
談
会
〉
（
二
〇
周
年
・
三
〇
号
記
念
）
コ
ス
モ
ス
を
め
ぐ
る
雑
談

清
水
清
（
司
会
）

～
7

19

秋
山

清

岡
本

潤

金
子
光
晴

「
コ
ス
モ
ス
」
の
由
来

小
野
十
三
郎

19

ひ
と
つ
の
体
を
ふ
た
つ
に
切
っ
て
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

19
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壺
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
20

21

詩
を
生
き
た
三
つ
の
人
生

―
三
冊
の
自
伝
の
外
周
か
ら
―
（
＊
評
論
）
＊
注
１

斉
藤

峻

～
20

35

墓
標

―
―
私
の
戦
後
二
十
年
―
―
（
＊
詩
）

松
永
浩
介

～
22

23

水
（
＊
詩
）

内
田

博

～
23

26

工
場
に
て
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
26

28

帰
っ
て
い
く
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
28

30

俗
吏
官
僚
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
30

31

空
洞
（
＊
詩
）

ま
つ
う
ら

ま
さ
お

～
31

32

石
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

33

氷
雨
抄

＝
城
址
そ
の
３

錦
米
次
郎

～
34

37

〔
広

告
〕

＊
注
２

35

身
近
か
に
あ
る
戦
争

―
―

号
の
作
品
評
―
―

清
水

清

～

10

36

42

砂
丘
に
て
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
37

39

夜
に
う
た
う
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
40

41

猿
（
＊
詩
）

金
子
光
晴

42

同
人
素
描

北
本
哲
三

ア
キ
ヤ
マ
・
キ
ヨ
シ

～
43

44

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
５
）

人
民
詩
精
神

秋
山

清

～
45

52

〔
奥

付
〕

［
表

］

52

4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］

52

4

＊
１

金
子
光
晴
『
絶
望
の
精
神
史
』
、
岡
本
潤
『
罰
当
り
は
生
き
て
い
る
』
、
小

野
十
三
郎
『
奇
妙
な
本
棚
』
に
つ
い
て
。

＊
２

広
告

「
コ
ス
モ
ス

二
〇
周
年
第
三
〇
号
記
念

詩
書
展
示
会

四

月
一
日

二
日

正
午
か
ら

六
時
ま
で

日
比
谷
図
書
館
」

第
十
二
号

昭
和
四
十
一
年
七
月
二
十
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

31

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

詩
の
歴
史
の
展
望

＊
注
１

～
2

3

コ
ス
モ
ス
雑
記

日
中
不
再
戦

押
切
順
三

4

わ
が
東
京
行

コ
ス
モ
ス
・
新
日
文
大
会

錦
米
次
郎

～
4

5

団
地
雑
感

斎
藤

峻

～
5

6

全
詩
集
に
つ
い
て

え
の
き
・
た
か
し

～
6

8

富
士
山
と
ハ
チ
マ
キ

清
水

清

8

「
中
野
秀
人
」

秋
山

清

～
8

9

舟
方
一
に
ふ
れ
て

松
永
浩
介

～
9

11

こ
の
穴
居
者
の
自
我

松
永
浩
介
へ
の
反
批
判

小
寺
和
平

～
11

12

田
螺
よ
、
い
ず
こ
に
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
13

15

漢
語
調
の
問
題

―

号
の
作
品
評
―

清
水

清

～

11

13

19

豊
橋
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

～
16

17

猫
と
ネ
ズ
ミ
と
週
刊
誌
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
18

19

考
エ
ル
コ
ト
（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
20

22

空
港
に
て
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
20

21

同
人
素
描

伊
藤
正
斎

ヨ
シ
ダ
・
キ
ン
イ
チ

～
22

26

目
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斎

～
23

24

お
ち
葉
ど
も
と
さ
な
ぎ
と
（
＊
詩
）

斎
藤

峻

～
25

26

小
記

内
田

博

26

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
Ⅵ

プ
チ

ア
ナ
・
ボ
ル
論
争
（
１
）
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秋
山

清

～
27

34

人
魚
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

34

俗
吏
官
僚
（
＊
感
想
）

河
合
俊
郎

35

編
集
者
ノ
ー
ト

＊
注
２

35

〔
広

告
〕

＊
注
３

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

会
場
風
景
を
撮
影
し
た
三
つ
折
り
の
写
真
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

「
コ
ス
モ
ス
（
二
〇
周
年
、
第
三
〇
号
）
記
念
展
は
四
月
一
日
、
二
日

に
東
京
日
比
谷
図
書
館
の
展
示
室
に
予
定
通
り
ひ
ら
か
れ
た
。
（
中

略
）
か
な
り
に
ひ
ろ
い
会
場
の
壁
半
分
に
明
治
の
新
体
詩
以
来
の
年

譜
を
並
べ
、
そ
の
主
要
な
事
件
、
雑
誌
の
発
刊
、
等
々
の
下
に
、
そ
れ

に
関
連
す
る
も
の
を
展
示
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
一

目
で
わ
が
国
の
詩
の
歴
史
と
動
き
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
つ
き
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
今
回
集
め
ら
れ
た
も
の
は
詩
集
約
四

〇
〇
冊
、
雑
誌
約
九
〇
種
、
相
当
な
数
と
量
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他

の
原
稿
、
色
紙
の
展
示
と
即
売
も
可
成
の
注
目
を
ひ
い
た
こ
と
を
つ

け
加
え
て
お
き
た
い
。
（
中
略
）
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
第
一
日
の
伊

藤
信
吉
（
現
代
詩
語
の
変
遷
）
、
第
二
日
の
吉
本
隆
明
（
高
村
光
太

郎
に
つ
い
て
）
、
二
氏
の
展
示
会
場
内
に
お
け
る
小
講
演
は
新
し
い

冒
険
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
、
共
に
一
時
間
半
に
亘
る
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
と
な
っ
て
大
き
く
成
功
し
た
。
」

＊
２

「
コ
ス
モ
ス
雑
記
」
に
掲
載
の
小
寺
和
平
の
文
章
に
つ
い
て
。
「
小
寺
君

が
松
永
の
文
章
か
ら
か
く
も
飛
躍
す
る
と
は
困
っ
た
も
の
だ
が
、
こ

れ
は
小
寺
君
の
勇
み
足
で
あ
ろ
う
か
。
」

＊
３

広
告

合
資
会
社
オ
カ
ダ
印
刷

第
十
三
号

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

32

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

ほ
ん
と
に
み
た
夢

松
永
浩
介

2

無
限
遠
点

村
松
武
司

～
2

3

生
産
者
米
価

北
本
哲
三

～
3

4

雑
記

内
田

博

4

『
コ
ス
モ
ス
』
他

秋
山

清

～
4

5

多
忙
記

錦
米
次
郎

5

斜
坑
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
6

7

豊
橋
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

～
7

8

や
ぶ
れ
烏
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
8

9

踏
切
の
ぼ
く
ら
（
＊
詩
）

山
野

治

～
10

12

み
ど
り
の
工
場
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
12

13

マ
ズ
シ
キ
信
徒
（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
13

14

反
対
居
士
で
は
な
い
（
＊
詩
）

松
永
浩
介

～
14

15

芝
生
を
よ
ぎ
る
片
影
（
＊
詩
）

斎
藤

峻

～
15

17

ぼ
く
の
な
か
の
海
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
17

18

損
害
評
価
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
18

20

旅
愁
（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
20

22

こ
じ
ゅ
け
い
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
22

23

生
と
死
―
―
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

～
24

25
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“
燃
え
な
い
詩
”
ど
も

号
作
品
評

清
水

清

～

12

26

28

同
人
素
描

高
島
洋

向
井

孝

～
29

30

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
七
）
プ
チ

ア
ナ
・
ボ
ル
論
争

２

秋
山

清

～
31

38

編
集
ノ
ー
ト

よ
し
だ

38

〔
広

告
〕

＊
注
１

［
表

］
3

〔
広

告
〕

＊
注
２

［
表

］
4

〔
奥

付
〕

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

合
資
会
社
オ
カ
ダ
印
刷

＊
２

広
告

『
秋
山
清
戦
時
作
品
集

詩
集

白
い
花
』

第
十
四
号

昭
和
四
十
二
年
五
月
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

33

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

代
議
士

木
暮
真
人

2

民
衆
詩
へ
の
信
頼

―
真
壁
仁
の
作
業
―

斉
藤

峻

～
2

3

ひ
と
つ
の
報
告

村
松
武
司

～
3

4

詩
の
書
け
ぬ
手
紙

内
田

博

4

白
い
花

伊
藤
正
斉

～
4

5

『
白
い
花
』
後
日
記

秋
山

清

～
5

6

サ
ー
ク
ル
は
生
き
て
い
る

高
島

洋

～
6

7

三
つ
の
詩
集

「
わ
ら
」
「
お
か
ん
」
「
白
い
花
」

錦
米
次
郎

7

遠
地
輝
武
を
励
ま
す
記

近
く
て
遠
い
怠
慢

秋
山

清

8

出
逢
い
の
頃

松
永
浩
介

～
9

12

遠
地
輝
武
・
寸
言

内
田

博

～
12

14

遠
地
の
こ
と

吉
田
欣
一

～
14

15

沈
丁
花
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
9

10

今
日
は
―

―
老
狙
撃
兵

―
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

～

11

11

12

一
九
六
六
年

冬
（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
12

15

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
八
）

民
主
主
義
へ
の
転
向
１

秋
山

清

～
16

31

笠
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
18

19

風
ノ
コ
ト
（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
20

23

タ
ン
フ
ー
岬
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
23

26

く
ろ
い
虹
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

～
26

27

雪
の
ふ
る
夜
（
＊
詩
）

山
野

治

～
27

30

霧

―
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ら
へ
（
１
）
―
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
30

31

編
集
者
ノ
ー
ト

ヨ
シ
ダ

31

押
切
と
秋
山
の
変
化
（
＊
評
論
）

清
水

清

～
［

］

32

38

台
風
通
信
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
34

36

わ
れ
わ
れ
の
中
の
ベ
ト
ナ
ム
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

～
［

］

36

38

「
ど
ん
底
で
歌
う
」
復
刻
成
功
（
＊
告
知
）

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

第
十
五
号

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
五
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

34
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〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

壷

押
切
順
三

2

礼
金
の
は
な
し

清
水

清

2

二
つ
の
こ
と

〔
前
号
の
作
品
評
に
一
言
／
提
案
一
つ
〕
秋
山

清

～
2

3

金
子
光
晴
へ

河
合
俊
郎

～
3

4

民
謡
の
国
際
性

村
松
武
司

4

雑
記

錦
米
次
郎

5

南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
画
展
の
こ
と

吉
田
欣
一

5

コ
ス
モ
ス
と
人
民
詩
精
神
を
め
ぐ
る
対
談

小
野
十
三
郎
・
秋
山
清

～
6

14

あ
る
猛
暑
下
の
断
想

―
―
遠
地
輝
武
の
死
と
詩
集
「
千
光
前

番
地
」
に
つ
い
て
―
―

25

斎
藤

峻

～
15

17

守
る
も
攻
む
る
も
く
ろ
が
ね
の

（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
18

19

斜
面

（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
20

21

三
里
船
津

（
＊
詩
）

内
田

博

～
21

22

そ
の
下

（
＊
詩
）

斉
藤

峻

23

三
ツ
ノ
覚
書

（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
24

25

Ｋ
・
Ｍ
・
ク
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア

（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

26

柩
の
な
か
の
微
笑

―
―
故
笠
原
勉
氏
に
―
―
（
＊
詩
）
高
島

洋

27

土
崎
港
浜
ナ
シ
山
（
＊
詩
）

押
切
順
三

28

市
場
に
て

―
―
老
狙
撃
兵

―
―
（
＊
詩
）

え
の
き
・
た
か
し

～

22

29

30

城
址

そ
の
四
の
Ⅰ
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

30

一
九
六
七
年
日
本
の
夏
―
―
ボ
ー
ル
爆
弾
に
つ
い
て
―
―
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

～
31

32

断
章
五
つ
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
33

34

十
四
号
作
品
評

ベ
ト
ナ
ム
の
詩
の
パ
タ
ー
ン

清
水

清

～
35

38

〔
広

告
〕

＊
注
１

38

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
九
）
＝
民
主
々
義
へ
の
転
向

２

秋
山

清

～
39

46

〔
奥

付
〕

（
［
表

］
）

46

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

46

4

＊
１

広
告

岡
本
潤
詩
集
『
笑
う
死
者
』
（
国
文
社
）

第
十
六
号

昭
和
四
十
三
年
五
月
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

35

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

入
院
と
い
う
生
活
革
命

―
吉
田
編
集
長
へ
の
報
告
―

斉
藤

峻

～
2

3

雑
記
・
こ
の
ご
ろ
の
事

押
切
順
三

3

東
京
コ
ス
モ
ス
社
に
つ
い
て

錦
米
次
郎

～
3

4

「
秋
田
勢
」
・
他

秋
山

清

～
4

5

心
の
こ
り

清
水

清

5

チ
ョ
ッ
ト
一
と
言

山
野

治

5

報
告

＊
注
１

吉
田
欣
一

5

穴
窯
と
粘
土
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

6

鴬
（
＊
詩
）

木
暮
真
人

7

『フェンスレス』オンライン版 第4号（2016/09/20発行） 
 占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



184

光
と
影
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
7

8

冬
野
物
語
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
9

11

鳩
（
＊
詩
）

西

杉
夫

～
11

12

一
本
の
足
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
12

13

馬
が
啼
い
て
目
が
さ
め
て
（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
13

14

ヒ
ト
ト
キ
ノ
詩
（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
14

15

青
暦
（
＊
詩
）

山
野

治

～
16

17

あ
る
日
の
海
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

～
17

18

犬
吠
岬
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
18

19

み
え
な
い

ま
ん
な
か
で
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
20

21

精
神
薄
弱
児
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

21

所
有
の
転
換
に
つ
い
て

―
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
の
成
立
（
＊
評
論
）

西

杉
夫

～
22

28

赤
い
花
（
＊
詩
）

吉
田
欣
一

28

書
評

読
人
し
ら
ず
の
あ
る
孤
独

秋
山
清
「
あ
る
孤
独
」
に
つ
い
て

村
松
武
司

～
29

31

書
評

岩
瀬
正
雄
著

詩
集
「
荒
野
」

伊
藤
正
斉

32

感
動
の
振
幅
が
小
さ
い

―
―

号
作
品
評

清
水

清

～

15

33

37

編
集
ノ
ー
ト

吉
田
欣
一

37

河
合
俊
郎

―
同
人
素
描
―

吉
田
欣
一

～
38

39

同
人
住
所
録

39

宮
崎
譲
追
悼

心
や
さ
し
い
不
逞
の
詩
人

岡
本

潤

40

譲
さ
ん
の
こ
と

金
子
光
晴

～
40

41

洋
服
屋
詩
人
の
思
い
出

秋
山

清

41

外
国
の
詩
三
つ

１
．
エ
セ
ー
ニ
ン
の
詩
か
ら
二
つ

２
．
『
現
代
ソ
ビ
エ
ト
無
名
詩
人

集
』
か
ら
一
つ
（
Ｄ
・
ブ
ル
イ
ン
ス
キ
ー
／
内
村
剛
介
訳
）

内
村
剛
介

～
42

44

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
十
）
「
官
尊
民
卑
」
（
１
）

秋
山

清

～
45

50

〔
奥

付
〕

（
［
表

］
）

50

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

50

4

＊
１

「
こ
の
号
か
ら
新
し
く
小
野
十
三
郎
と
西
杉
夫
氏
が
同
人
参
加
し
た
」

と
あ
る
。

第
十
七
号

昭
和
四
十
三
年
九
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

36

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

外
国
通
信

河
合
俊
郎

2

雑
記

錦
米
次
郎

～
2

3

小
林
君

―
―
か
ん
れ
き
の
会
の
あ
い
さ
つ
―
―

松
永
浩
介

～
3

5

雑
記

北
本
哲
三

5

メ
モ

草
階
俊
雄

5

豚
と
鶏
そ
の
他

清
水

清

～
5

6

岡
本
潤
詩
集
「
笑
う
死
者
」
に
つ
い
て

斉
藤

峻

～
6

7

雑
記

押
切
順
三

7

『
詩
集
』
に
つ
い
て

人
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と

秋
山

清

～
7

9

八
月
の
記
録

吉
田
欣
一

9

〔
広

告
〕

＊
注
１

9
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夜
と
昼
と
血
の
色
と
（
＊
詩
）

小
野
十
三
郎

～
10

11

ゼ
ニ
の
村
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
11

12

路
傍
の
ベ
ト
ナ
ム
（
＊
詩
）

高
島

洋

～
12

13

暗
渠
（
＊
詩
）

押
切
順
三

～
13

14

渡
し
船
（
＊
詩
）

西

杉
夫

～
14

15

旅
ノ
ウ
タ
（
＊
詩
）

草
階
俊
雄

～
15

17

地
上
二
メ
ー
ト
ル
程
度
（
＊
詩
）

斉
藤

峻

～
17

18

米
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
18

19

「
社
稷

亡
ビ
ヌ

ワ
ガ
コ
ト
オ
ワ
ル
」

―
―
市
ケ
谷
駐
屯
地
―
―
（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
19

20

主
題
の
稀
薄
さ

―
―

号
作
品
評

清
水

清

～

16

21

25

編
集
者
ノ
ー
ト

吉
田
欣
一

25

詩
に
お
け
る
人
間
性
と
非
人
間
性
（
＊
評
論
）

村
松
武
司

～
26

28

〔
奥

付
〕

（
［
表

］
）

28

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

28

4

＊
１

広
告

河
合
俊
郎
詩
集
『
ぼ
く
の
な
か
の
海
』
（
コ
ス
モ
ス
社
）

第
十
八
号

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

37

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

自
己
批
判

押
切
順
三

2

二
三
の
こ
と

伊
藤
正
斉

～
2

3

身
辺
雑
事

秋
山

清

～
3

4

ど
こ
で
勝
ち

ど
こ
で
負
け
る
か

村
松
武
司

5

非
武
装
地
帯
（
＊
詩
）

村
松
武
司

6

飢
え
（
＊
詩
）

西

杉
夫

7

久
し
ぶ
り
の
旅
（
＊
詩
）

押
切
順
三

8

知
ら
な
か
っ
た
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

9

二
月
の
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
は

田
原
作
子
を
い
た
み
て
（
＊
詩
）

山
野

治

～
10

11

言
い
な
さ
い
（
＊
詩
）

向
井

孝

～
11

12

電
子
機
能
と
詩
吟

―
あ
る
工
場
に
て
―
（
＊
詩
）
高
島

洋

～
13

14

ゼ
ニ
の
村
（
＊
詩
）

錦
米
次
郎

～
14

15

レ
ポ
ー
ト

ソ
連
作
家
同
盟
外
国
文
学
雑
誌
編
集
部

河
合
俊
郎

～
16

17

「
ど
ん
底
で
歌
ふ
」
と
そ
の
先
駆
性

―
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
形
成
を
め
ぐ
る
問
題
（
＊

評
論
）

西

杉
夫

～
18

24

三
つ
の
詩
集
評

＊
注
１

錦
米
次
郎

～
25

26

押
切
順
三
詩
集
「
斜
坑
」
に
つ
い
て

吉
田
欣
一

～
27

29

編
集
者
ノ
ー
ト

29

ニ
ヒ
ル
と
テ
ロ
ル
と
わ
た
く
し
ご
と
（
＊
感
想
）
村
松
武
司

～
30

33

〔
広

告
〕

＊
注
２

33

〔
広

告
〕

＊
注
３

33

戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
（
十
一
）

「
わ
れ
を
は
げ
ま
す
歌
」
（
１
）

秋
山

清

～
34

38

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

38

4

＊
１

河
合
俊
郎
詩
集
『
ぼ
く
の
海
』
、
安
岡
正
泰
詩
集
『
呪
詛
期
』
、
小
宮
隆
弘

『
乾
い
た
空
』
に
つ
い
て
。
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＊
２

広
告

『
秋
山
清
詩
集
』
（
現
代
思
潮
社
）

＊
３

広
告

斉
藤
峻
詩
集
『
窓
枠
の
朝
』
（
東
京
コ
ス
モ
ス
社
）

第
十
九
号

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

38

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

麟
太
郎
詩
集
出
版
記
念
会

内
田

博

～
2

3

入
院
記
な
ど

押
切
順
三

3

身
辺
雑
記

秋
山

清

～
3

5

モ
ス
ク
ワ
の
大
学
生

河
合
俊
郎

～
5

6

不
受
不
施
派

木
原

実

～
6

7

近
況
な
ど

清
水

清

～

、

7

8

19

二
冊
の
詩
集
の
こ
と

＊
注
１

吉
田
欣
一

8

わ
が
読
書
ノ
ー
ト

錦
米
次
郎

～
9

11

ビ
ア
フ
ラ
の
少
年
（
＊
カ
ッ
ト
）

郡

楠
昭

、

、

9

12

46

ウ
ス
リ
イ
の
唄

―
―
一
九
四
三
年
・
ウ
ス
リ
イ
江
の
草
と
雪
に
―
―
（
＊
詩
）

木
原

実

～
12

16

秋
山
清
詩
集

（*

評
論
）

田
木

繁

～
17

19

〔
広

告
〕

＊
注
２

19

腐
臭

（*

詩
）

高
島

洋

～
20

21

夜
明
け
（
＊
詩
）

伊
藤
正
斉

～
21

22

赤
い
ハ
チ
マ
キ
（
＊
詩
）

西

杉
夫

～
22

23

う
た
う
弱
さ

―
―
十
八
号
作
品
評
―
―

清
水

清

～
24

26

斉
藤
峻
追
悼

斉
藤
峻
の
死

小
林
一
郎

～
27

29

追
悼
文
は
も
う
た
く
さ
ん

岡
本

潤

～
30

31

窓
枠
か
ら
み
て
い
る
ほ
う
に
帰
っ
て
く
る

伊
藤
正
斉

～
31

33

斉
藤
峻
の
追
想

錦
米
次
郎

～
33

34

斉
藤
さ
ん
の
く
ち
び
る

河
合
俊
郎

34

古
武
士
斉
藤
峻
兄

松
永
浩
介

～
35

36

も
う
一
つ
の
詩
集

斉
藤
峻
・
若
い
日
の
彼
と

秋
山

清

～
36

46

後
記
に
か
え
て

吉
田
欣
一

（
［
表

］
）

46

4

〔
奥

付
〕

（
［
表

］
）

46

4

〔
裏
表
紙
〕

（
［
表

］
）

46

4

＊
１

黛
元
男
詩
集
『
ぼ
く
ら
の
地
方
』
、
内
田
麟
太
郎
詩
集
『
こ
れ
で
い
い
へ

ら
』

＊
２

広
告

秋
山
清
・
伊
藤
信
吉
・
岡
本
潤
編
『
日
本
反
戦
詩
集
』
（
太
平

出
版
社
）

第
二
十
号

昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日
発
行

（
通
巻
第

号
）

39

〔
表

紙
〕

［
表

］
1

〔
目

次
〕

［
表

］
1

コ
ス
モ
ス
雑
記

政
治
と
文
学

伊
藤
正
斉

2

詩
碑
の
こ
と

押
切
順
三

2

い
い
わ
け

松
永
浩
介

～
2

3
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死
者
た
ち

秋
山

清

～
3

4

飢
餓
を
は
な
れ
て

村
松
武
司

～
4

5

事
実
が
証
明
し
な
け
れ
ば

河
合
俊
郎

5

あ
る
空
間
に
つ
い
て
の
メ
モ
（
＊
詩
）

押
切
順
三

6

斜
面
（
＊
詩
）

北
本
哲
三

～
7

8

地
下
鉄
ス
ト
（
＊
詩
）

西

杉
夫

～
8

9

暗
い
街

―
―
一
〇
・
二
一
の
大
阪
デ
モ
―
―
（
＊
詩
）
高
島

洋

～
9

10

地
下
牢
獄
酒
場
（
＊
詩
）

河
合
俊
郎

～
11

12

正
門
前
十
メ
ー
ト
ル
（
＊
詩
）

松
永
浩
介

～
12

13

頂
上
（
＊
詩
）

秋
山

清

～
13

14

空
席
（
＊
詩
）

村
松
武
司

～
14

15

巨
人
機
時
代
（
＊
詩
）

木
原

実

～
15

18

〔
広

告
〕

＊
注
１

18

わ
た
し
の
回
想

秋
山
清
「
戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
」
を
読
ん
で

村
松
武
司

～
19

23

〔
広

告
〕

＊
注
２

23

中
野
重
治
論

そ
の
詩
と
若
干
の
小
説
に
つ
い
て
（
＊
評
論
）

錦
米
次
郎

～
24

38

小
野
十
三
郎
論

「
詩
集
大
阪
」
の
周
辺
（
＊
評
論
）
吉
田
欣
一

～
38

43

新
井
徹
の
詩
に
つ
い
て
（
＊
評
論
）

伊
藤
正
斉

～
44

54

欲
望
派
の
詩
人
た
ち
―
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
形
成
を
め
ぐ
っ
て
（
＊
評
論
）

西

杉
夫

～
54

61

〔
奥

付
〕

＊
注
３

［
表

］
4

〔
裏
表
紙
〕

［
表

］
4

＊
１

広
告

『
田
木
繁
詩
集
』
（
現
代
思
潮
社
）

＊
２

広
告

『
戦
後
詩
の
私
的
な
回
想
』
（
太
平
出
版
社
）

＊
３

本
号
で
終
刊
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
情
報
は
無
い
。

『コ ス モス 』 第 3次 第 20号 表 紙
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『
コ
ス
モ
ス
』
総
目
次

解
題

●
詩
雑
誌
『
コ
ス
モ
ス
』

萩
原
恭
次
郎
が
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
に
刊
行
し
た
叢
文
閣
版
『
コ
ス
モ

ス
』
は
第
一
輯
が
刊
行
さ
れ
た
の
み
で
実
質
的
に
廃
刊
と
な
っ
た
。
戦
後
秋
山
清

ら
が
刊
行
し
た
『
コ
ス
モ
ス
』
は
第
一
次
～
第
四
次
ま
で
存
在
し
、
通
巻
一
〇
一

号
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
『
コ
ス
モ
ス
』
と
題
す
る
詩
雑
誌
の
概
略
は
次
の
よ
う
に

な
る
。叢

文
閣
版

全
一
冊

第
一
輯
（
昭
和

年
）

10

コ
ス
モ
ス
書
店
版

［
第
一
次
］

全
十
二
冊

第
一
巻
第
一
号
～
第
三
巻
第
四
号
（
昭
和

年
～

年
）

21

24

コ
ス
モ
ス
社
版

［
第
二
次
］

全
七
冊

復
刊
第
一
号
～
復
刊
第
三
号
、
通
巻
第
十
六
号
、
通
巻
第
十
七
号
、
再

刊
第
一
号
、
再
刊
第
二
号
（
昭
和

年
～

年
、

年
）

24

25

32

コ
ス
モ
ス
社
版

第
三
次

全
二
十
冊

第
三
次
第
一
号
～
第
三
次
第
二
十
号
（
昭
和

年
～

年
）

37

45

コ
ス
モ
ス
社
版

第
四
次

全
六
十
二
冊
（
＊
今
回
の
調
査
対
象
外
）

第
四
次
第
一
号
～
第
四
次
第
六
十
二
号
（
昭
和

年
～
平
成
元
年
）

46

・
叢
文
閣
版
『コ
ス
モ
ス
』

編
集
兼
発
行
人
、
西
村
豊
吉
（
東
京
市
麹
町
区
九
段
四
丁
目
八
番
地
）
。
発
行

所
、
叢
文
閣
（
東
京
市
麹
町
区
九
段
四
丁
目
八
番
地
）
。
定
価
、
一
円
六
〇
銭
。

欧
文
題
号
の
表
示
は
な
い
が
、
奥
付
の
検
印
は
「Κόσμος

」
。

・
第
一
次
『
コ
ス
モ
ス
』

欧
文
題
号
「C

O
SM

O
S

」
。
第
二
号
ま
で
表
紙
に
「
文
芸
雑
誌
」
と
あ
り
、
第
八

号
の
み
「
詩
誌
」
と
冠
さ
れ
て
い
る
。
。
編
集
兼
発
行
人
、
秋
山
清
（
東
京
都
中
野

区
上
高
田
町
二
ノ
三
四
八
）
。
発
行
所
、
コ
ス
モ
ス
書
店
（
東
京
都
中
野
区
上
高

田
町
二
ノ
三
四
八
）
。
通
巻
第
七
号
ま
で
「
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
（
東
京
都

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
ノ
九
）
」
に
よ
る
配
給
（
＊
住
所
改
正
に
よ
る
表
示
の
変
更
は

省
略
、
以
下
同
じ
）
。
印
刷
所
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
印
刷
株
式
会
社
（
創
刊
号
～
第
五
号
）

→
株
式
会
社
現
実
社
（
第
六
号
、
第
七
号
）
→
大
興
印
刷
株
式
会
社
（
第
八
号

～
第
十
二
号
（
＊
印
刷
所
の
住
所
略
、
以
下
同
じ
）
）
。

定
価
は
毎
号
改
定
さ
れ
、
二
円
三
〇
銭
→
二
円
五
〇
銭
→
五
円
→
三
円
→
一

二
円
→
一
五
円
→
一
八
円
→
一
五
円
→
二
〇
円
→
二
五
円
→
二
五
円
→
三
五

円
。表

紙
絵
、
金
子
光
晴
（
創
刊
号
、
第
二
号
）
、
白
川
洋
作
（
第
十
号
、
第
十
一

号
）
、
赤
松
俊
子
（
第
十
二
号
）
。

発
行
部
数
は
三
千
な
い
し
四
千
部
（
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
検
閲
文
書
に
よ

る
）
。

・
第
二
次
『
コ
ス
モ
ス
』

欧
文
題
号
「TH

E
C

O
SM

O
S

」
。
編
集
兼
発
行
人
、
秋
山
清
（
東
京
都
中
野

区
上
高
田
町
二
ノ
三
四
八
（
＊
た
だ
し
再
巻
第
一
号
に
の
み
住
所
表
示
あ
り
／
再
刊
第
二
号
は
秋

山
の
名
前
も
な
し
）
）
。
発
行
所
、
コ
ス
モ
ス
社
（
東
京
都
中
野
区
上
高
田
町
二
ノ
三

四
八
（
＊
た
だ
し
再
巻
第
一
号
の
み
住
所
表
示
な
し
）
）
。
印
刷
所
、
宍
戸
印
刷
所
（
復
刊
第

一
号
～
通
巻
第
十
六
号
（
＊
以
後
表
示
な
し
）
）
。

定
価
、
五
〇
円
（
復
刊
第
一
号
～
通
巻
第
十
六
号
）
→
四
〇
円
（
通
巻
第
十

七
号
）
→
七
〇
円
（
再
刊
第
一
号
、
第
二
号
）
。
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・
第
三
次
『
コ
ス
モ
ス
』

欧
文
題
号
「C

O
SM

O
S

」
。
創
刊
号
～
第
四
号
の
編
集
兼
発
行
人
、
河
合
俊
郎
。

第
五
号
～
第
八
号
は
、
発
行
人
、
河
合
俊
郎
。
編
集
人
、
え
の
き
・
た
か
し
。
第
九

号
の
編
集
兼
発
行
人
、
吉
田
欣
一
。
第
十
号
以
降
、
発
行
人
、
吉
田
欣
一
（
実
質

的
に
は
編
集
兼
発
行
人
）
。
い
ず
れ
も
住
所
表
示
な
し
。
発
行
所
、
コ
ス
モ
ス
社
。

住
所
は
第
八
号
ま
で
「
愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
和
地
一
九
」
。
第
九
号
か
ら
「
岐
阜

市
加
納
鉄
砲
町
二
ノ
十
二
（
吉
田
方
）
」
。
印
刷
所
、
合
資
会
社
岡
田
印
刷
（
創

刊
号
～
第
七
号
）
→
有
限
会
社
北
斗
印
刷
（
第
八
号
、
第
九
号
）
→
、
有
限
会
社

臼
井
写
真
文
字
出
版
印
刷
（
第
十
号
）
→
合
資
会
社
オ
カ
ダ
印
刷
（
第
十
一
号

～
第
二
十
号
）
。

定
価
、
八
〇
円
（
創
刊
号
）
→
五
〇
円
（
第
二
号
、
第
三
号
）
→
六
〇
円
（
第

四
号
～
第
九
号
）
→
一
〇
〇
円
（
第
十
号
）
→
二
〇
〇
円
（
第
十
一
号
）
→
一

〇
〇
円
（
第
十
二
号
～
第
二
十
号
）
。

表
紙
絵
、
安
藤
幹
衛
（
創
刊
号
、
第
二
号
）
、
小
川
智
（
第
三
号
、
第
四
号
）
。

●
叢
文
閣
版
（
戦
前
版
）
と
戦
後
版

叢
文
閣
版
と
戦
後
版
は
直
接
的
な
系
譜
関
係
に
は
な
い
。
叢
文
閣
版
の
題
号

は
「
宇
宙
」
を
意
味
す
る
「
コ
ス
モ
ス
」
で
あ
り
、
戦
後
版
創
刊
号
の
「
創
刊
に
つ
い

て
」
で
は
「
草
花
」
の
意
味
で
も
「
宇
宙
」
の
意
味
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ

創
刊
号
の
「
後
記
」
で
は
、
こ
の
雑
誌
を
植
物
の
「
コ
ス
モ
ス
」
に
喩
え
て
お
り
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
植
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

叢
文
閣
版
に
執
筆
し
て
い
た
岡
本
潤
・
小
野
十
三
郎
・
金
子
光
晴
が
戦
後
版
の

創
刊
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
（
萩
原
恭
次
郎
は
一
九
三
八
年
に
死
去
）
、
叢

文
閣
版
の
継
承
と
し
て
の
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
第
十
一
号
の
座
談
会
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
小
野
十
三
郎
は
こ
の
座
談
会
に
寄
せ
た
文
章
「
「
コ
ス
モ
ス
」
の
由
来
」
で
、
断

じ
て
「
宇
宙
」
の
意
味
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い
て
、
当
事
者
の
間
に
も
確
定
的

な
共
通
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
発
行
時
に
「
第
○
次
」
と
明
示
し
た
の
は
「
第
三
次
」
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
第
一
次
、
第
二
次
の
区
分
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
第
四
次
第
六

十
一
号
（
通
巻
第
一
〇
〇
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
コ
ス
モ
ス
総
目
次

創
刊

～
九
九
号
」
の
区
分
に
従
っ
て
、
第
一
次
を
戦
後
の
コ
ス
モ
ス
書
店
版
と
し
、
コ

ス
モ
ス
社
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に
復
刊
さ
れ
た
後
、
断
続
的
に
出
た
も
の
を
第

二
次
と
し
た
。
第
二
次
復
刊
号
か
ら
は
創
刊
メ
ン
バ
ー
の
内
、
小
野
十
三
郎
が
消

え
、
昭
和
三
十
二
年
の
再
刊
号
以
後
は
岡
本
潤
・
金
子
光
晴
の
名
前
が
見
え
な

く
な
る
。

通
巻
第
十
七
号
か
ら
再
刊
号
ま
で
約
七
年
の
開
き
が
あ
り
、
実
質
的
に
は
こ

れ
以
前
が
戦
後
占
領
期
の
第
一
期
『
コ
ス
モ
ス
』
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。
第
二
次
は
秋
山
清
一
人
に
編
集
／
経
営
の
負
担
が
集
中
し
た
時
期
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

●
第
三
次
『
コ
ス
モ
ス
』

昭
和
三
十
二
年
に
『
コ
ス
モ
ス
』
再
刊
を
秋
山
に
「
希
望
」
し
た
の
は
、
再
巻
第

一
号
の
「
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
錦
米
次
郎
・
河
合
俊
郎
・
伊
藤
正
斉
で
あ
っ
た
。
錦

は
第
一
次
第
三
号
か
ら
、
河
合
は
復
刊
号
か
ら
、
伊
藤
は
こ
の
再
刊
号
か
ら
名
前

が
見
え
る
。
愛
知
・
三
重
に
居
住
す
る
こ
の
三
名
に
吉
田
欣
一
（
第
一
次
第
五

号
に
執
筆
）
を
加
え
た
四
名
が
中
心
と
な
っ
て
再
々
刊
さ
れ
た
の
が
第
三
次
『
コ

ス
モ
ス
』
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
四
名
が
『
コ
ス
モ
ス
』
と
い
う
名
称
を
引
き

つ
い
で
発
刊
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
求
心
力
と
し
て
の
秋
山
清
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
次
は
発
行
地
が
河
合
の
住
所
で
あ
る
愛
知
県
渥
美
町
に
移
り
、
東
海
圏
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の
詩
人
た
ち
を
中
心
に
、
そ
こ
に
秋
山
清
ら
首
都
圏
や
そ
の
他
の
地
域
の
詩
人

た
ち
が
加
わ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。
発
行
地
は
の
ち
に
吉
田
の
住
所
（
岐
阜

市
）
に
移
っ
て
い
る
が
、
第
二
十
号
ま
で
東
海
地
方
を
足
場
と
す
る
詩
誌
で
あ

り
つ
づ
け
た
。

昭
和
四
十
一
年
に
秋
山
清
が
詩
集
『
白
い
花
』
を
「
東
京
コ
ス
モ
ス
社
」
か
ら
刊

行
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
錦
米
次
郎
は
、
「
「
東
京
コ
ス
モ
ス
社
」
な
る
も
の
が
私

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
コ
ス
モ
ス
社
は
今
、
東
海
に
あ
り
秋
山
も
同
人
の
一
人

で
あ
る
」
（
第
三
次
第
十
四
号
「
コ
ス
モ
ス
雑
記
」
）
と
書
い
て
い
る
。
第
十
五
号

の
秋
山
清
と
小
野
十
三
郎
の
座
談
会
で
、
秋
山
は
こ
の
件
に
つ
い
て
、
錦
の
抗
議

は
「
農
本
主
義
的
発
想
」
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
第
十
六
号
で
錦
は
、
「
同
人
会
へ

の
諒
解
」
を
と
ら
な
い
で
「
東
京
コ
ス
モ
ス
社
」
な
る
名
称
を
用
い
た
秋
山
に
再
度

抗
議
し
て
い
る
。
創
刊
時
か
ら
『
コ
ス
モ
ス
』
を
守
り
立
て
て
き
た
秋
山
と
、
実
質

的
な
経
営
を
担
っ
て
い
る
中
心
メ
ン
バ
ー
と
の
間
に
小
さ
な
溝
が
生
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
第
十
六
号
に
載
っ
た
「
同
人
住
所
録
」
を
み
る
と
、
東
京
都
在
住
者
は
、
秋

山
清
・
清
水
清
・
西
杉
夫
・
斉
藤
峻
の
四
名
。
千
葉
県
に
村
松
武
司
・
木
暮
真

人
、
横
浜
市
に
松
永
浩
介
が
い
た
。
ま
た
秋
田
市
に
北
本
哲
三
・
押
切
順
三
・
草

階
俊
雄
が
い
る
。
西
日
本
で
は
、
大
阪
市
の
小
野
十
三
郎
、
神
戸
市
の
高
島
洋
、

姫
路
市
の
向
井
孝
、
福
岡
県
大
牟
田
市
の
内
田
博
の
名
前
が
み
え
る
。
残
り
は
中

部
東
海
圏
で
、
三
重
県
の
山
野
治
・
錦
米
次
郎
、
愛
知
県
の
河
合
俊
郎
・
え
の
き

た
か
し
・
伊
藤
正
斉
、
岐
阜
市
の
吉
田
欣
一
と
な
っ
て
い
る
（
全
二
十
名
）
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
重
な
る
時
期
に
「
人
民
詩
精
神
」
の
継
承
を
掲
げ
て
刊
行
さ

れ
た
が
、
次
第
に
同
人
・
旧
同
人
で
亡
く
な
る
者
も
出
始
め
た
。
最
後
の
第
二
十

号
は
第
三
次
の
中
で
は
最
も
厚
い
分
量
で
あ
る
が
、
特
に
断
り
な
く
同
号
で
終

刊
と
な
っ
た
。

な
お
岡
田
印
刷
の
経
営
者
は
第
六
号
の
同
人
住
所
録
に
名
前
の
あ
る
岡
田
孝

一
で
あ
り
、
夫
人
は
『
女
優

原
泉
子
―
―
中
野
重
治
と
共
に
生
き
て
』
の
著
者
藤

森
節
子
。
第
四
次
『
コ
ス
モ
ス
』
の
印
刷
所
で
も
あ
る
。

●
関
連
資
料

戦
後
版
の
第
一
次
『
コ
ス
モ
ス
』
に
つ
い
て
は
久
山
社
に
よ
る
復
刻
版
『
コ
ス
モ

ス
・
新
日
本
詩
人
』
（
秋
山
清
・
伊
藤
信
吉
編
）
が
あ
り
、
そ
の
別
冊
に
目
次
が

存
在
す
る
。
ま
た
、
和
田
博
文
・
杉
浦
静
編
『
戦
後
詩
誌
総
覧
④
』
（
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
）
に
は
第
一
次
・
第
二
次
の
十
九
冊
分
の
目
次
が
採
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
後
者
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
目
次
」
に
準
拠
し
て
い
る
た
め
記
事

の
順
序
が
ペ
ー
ジ
順
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
取
り
こ
ぼ
し
な
ど
が
多
く
あ

る
。
ま
た
、
第
四
次
ま
で
含
め
て
、
「
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ざ
っ
さ

く
プ
ラ
ス
」
（http://zassaku-plus.com

）
で
検
索
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
総
目
次
に
は
第
四
次
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
一

冊
ず
つ
本
文
に
あ
た
り
デ
ー
タ
を
採
集
す
る
と
と
も
に
書
誌
情
報
に
つ
い
て
も

す
べ
て
記
録
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
文
書
（
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
）
に
も

あ
た
っ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
当
事
者
た
ち
も
含

め
て
管
見
の
限
り
証
言
記
録
が
な
い
。

●
検
閲
処
分

第
一
次
『
コ
ス
モ
ス
』
に
対
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
検
閲
処
分
（
削
除
）

箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
『
コ
ス
モ
ス
』
第
六
号
―
―
金
子
光
晴
の
詩
「
富
士
」
の
一
部
（
刊
行
版

頁
、

47

第

連
と
第

連
の
間
）
。
以
下
の
全
文
。

11

12

《
こ
の
し
づ
か
な
円
錐
を
め
じ
る
し
に
／
土
足
の
ま
ゝ
で
ど
た
ど
た
と
／
敵
機

は
闖
入
す
る
。
／
重
い
爆
弾
を
抱
い
て
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
だ
が
、
富
士
は
無
関

心
だ
。
／
お
ろ
か
な
敵
に
も
、
味
方
に
も
、
／
ふ
る
ぼ
け
た
自
画
像
に
も
／
ま
に
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合
せ
な
思
想
に
も
、
政
治
に
も
》

削
除
理
由
は
「
合
衆
国
批
判
」
。

②
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
―
―
平
林
俊
彦
「
欺
瞞
者
の
文
学
」
の
一
部
（
刊
行
版
23

頁
下
段
）
。
傍
線
部
が
削
除
箇
所
。

《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
お
意
識
的
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
そ
し
て
彼
等
の
小
ブ
ル
ヂ
ヨ
ア
的
自
己
保
存
を
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
と
無
縁
の

世
界
に
お
い
て
は
た
す
た
め
に
、
そ
れ
お
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
と
政
治
の
問
題

に
及
ぼ
し
て
、
明
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
つ
づ
く
今
日
の
民
主
主
義
革
命

の
発
展
お
、
暗
に
阻
止
せ
ん
と
す
る
熊
度
に
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
彼゙
等
の
無

マ
マ

意
識
な
自
己
保
存
の
本
能
に
よ
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
わ
、
さ
ら
に
危

険
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
》

削
除
理
由
は
「
不
安
煽
動
」
。

③
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
―
―
サ
カ
イ
・
ト
ク
ソ
ヴ
の
詩
「
長
城
」
の
一
部
（
刊
行

版

頁
、
最
終
連
末
尾
）
。
傍
線
部
が
削
除
箇
所
。

27
《
吼
え
る
長
城
の
山
々
は
／
内
戦
ゲ
リ
ラ
隊
の
楽
し
い
休
み
場
所
、
／
人
民
解

放
軍
の
不
抜
の
城
だ
／
長
城
は
、
な
お
も
身
を
ふ
る
わ
せ
／
怒
り
、
吼
え
つ
ず
け

る
だ
ろ
う
、
／
専
制
者
が
打
倒
さ
れ
る
ま
で
／
―
―
政
権
が
交
替
す
る
ま
で
。
》

削
除
理
由
は
「
中
国
批
判
」
。

④
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
―
―
伊
藤
和
の
詩
「
Ｂ

の
大
音
」
一
篇
。
全

行
の
詩

29

85

で
、
そ
の
内

行
分
が
「
削
除
」
の
指
示
を
受
け
た
。

28

残
さ
れ
た
資
料
を
み
る
限
り
、
削
除
指
示
の
箇
所
を
落
と
せ
ば
掲
載
は
可
能

で
あ
る
が
、
実
質
的
に
詩
は
切
り
刻
ま
れ
て
お
り
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
あ
ら
た

に
不
掲
載
の
処
分
が
く
だ
さ
れ
た
の
か
、
作
者
／
編
集
部
サ
イ
ド
で
不
掲
載
と

決
め
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
詩
の
モ
チ
ー
フ
の
一
部
は
通
巻
第
九
号
掲
載
の

詩
「
田
舎
の
話
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

詩
「
Ｂ

の
大
音
」
本
文
お
よ
び
検
閲
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
詩
誌
『
コ
ス

29

モ
ス
』
検
閲
の
研
究
―
―
伊
藤
和
「
Ｂ

の
大
音
」
削
除
か
ら
不
掲
載
へ
」
上
・
下

29

（
『
立
命
館
文
学
』
第
六
二
七
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
／
第
六
二
八
号
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
号
に
付
し
た
検
閲
資
料
の
「
翻
刻
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。
〈http://w

w
w

.ritsum
ei.ac.jp/acd/cg/lt/rb/index.htm

〉
で
閲
覧
可
能
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
個
人
蔵
本
お
よ
び
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
本
を
参
看
し

た
。

（
村
田
裕
和
）
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